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第1章  玉名市地域公共交通計画の概要 

1. 背景と目的 

近年、人口減少、乗務員不足、公的負担の増加等により、地域公共交通サービスの維持・確保が困難

となっています。本市における最適で持続可能な地域公共交通体系を構築するため、地域公共交通※の

活性化及び再生に関する法律第５条第１項に規定する地域公共交通のマスタープランとして、「玉名市地

域公共交通計画」（以下、本計画と呼びます。）を策定します。 

本計画は、交通分野のみならず、まちづくり、医療、福祉、教育、観光、環境等様々な分野と連携して取り

組むこととし、“地域公共交通の維持・確保は、地域社会全体の価値を直接的に高める”という認識のもと、

行政・交通事業者のみならず、地域住民をはじめ様々な主体が中心となって、地域戦略の一環として取り

組みます。 

 

2. 対象区域 

本計画の対象区域は、玉名市全域とします。 

 

3. 計画期間 

本計画の対象期間は、令和６年度から令和１０年度の５年間とします。 

 

4. 計画の位置づけ 

本市のまちづくりは、「第２次玉名市総合計画 後期計画」（令和４年３月策定）で掲げた、『人と自然

が輝き やさしさと笑顔にあふれるまち 玉名』という将来像を目指して、取組を進めています。 

本計画の策定にあたっては、最上位計画である「第２次玉名市総合計画」の方針に基づき、都市計

画や観光、定住自立圏※等の各種計画と連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注）文章中の 「※」 印を記載した用語について、巻末の用語解説（P77～）にて説明している。 

なお、初めて該当する用語が出てきた箇所のみ 「※」 を記載している。  

 

【主な関連計画】 
 

【都市計画分野】 

第２期玉名市まち・ひと・しごと 
創生総合戦略（令和４年７月 改定） 

玉名市都市計画マスタープラン 

（令和５年３月 改定） 

第２期玉名圏域定住自立圏共生ビジョン 
（令和５年３月 改定） 玉名市立地適正化計画 

（令和４年３月 策定） 

笑顔をつくる１０年ビジョン 
（令和４年７月 改定） 

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律 

整合 

第２次玉名市総合計画 【後期計画】（令和４年３月 策定） 

玉名市地域公共交通計画 準拠 
連携 

第２期玉名市観光振興計画 
（令和５年２月 策定） 

連携 

熊本県地域公共交通計画 
（令和５年６月 一部改定） 
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5. 地域公共交通の役割・効果 

地域公共交通は、まちづくり、医療、福祉、教育、観光、環境等の分野における様々な生活シーンに関

わる社会基盤です。 

地域公共交通が担う役割としては、高齢者や学生等の市民の暮らしを支える大切な移動手段である

ことに加え、鉄道駅等の交通拠点は中心地としての地域の顔となっています。 

これら拠点につながる鉄道、バス、タクシー等の地域公共交通は、市民、来訪者に欠かせない手段で

あり、地域全体の活性化を支えるものです。 

また、自動車からの二酸化炭素や大気汚染物質の排出削減が課題となる中で、地域公共交通の利

用は環境効率のよい交通手段として重要な役目もあります。 

下の図は地域公共交通がなくなった場合、様々な対策が必要となり、それに伴う財政負担等も増える

ことから、維持していくことの重要性を示しています。 

 

■役割と効果 
 

分野 公共交通の役割・効果イメージ  
公共交通がなくなった場合

に必要な対策イメージ 

医療 

 通院手段 

 家族の送迎負担の軽減 

  病院までの送迎サービス 

 医師による往診の実施 

 外出することによる健康増進   医療費の増大対策 

福祉 
 高齢者や障がい者等の外出手段   福祉有償運送※等の拡充 

 外出することによる介護予防   さらなる介護予防の実施 

環境  環境負荷の低減 

  自動車利用増に伴うさら

なる温室効果ガス削減対

策の実施 

地域コミュニティ  コミュニケーションの増加 
  地域コミュニティの強化 

 外出支援策の拡充 

防災  災害時における移動（避難）の手段 
  災害時における移動手段

の確保 

商業  スーパー等への買い物の手段 
  日用品の訪問または移動

販売の実施 

教育  学校への通学手段 

  市内学校への通学対策 

 市外学校への通学に伴う

人口流出への対策 

観光 
 観光地やイベント会場への移動手段 

 利便性向上による地域の魅力向上 

  観光地やイベント会場へ

の移動手段の確保 

建設 
 輸送能力の高い交通手段 

（道路負荷の低減） 

  交通混雑の解消に向けた

道路の整備 

交通安全  交通事故の低減 
  事故防止のためのさらな

る安全教育 

産業  企業への通勤手段 
  市外への通勤に伴う人口

流出への対策 

まちづくり 
 交通施設周辺地域の活性化 

 地域ブランド価値の維持、向上 

  土地の価値低下等による

税収減への対策 

 不便な地域というまちのブ

ランド価値の払拭 
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6.  上位・関連計画の整理 

（１） 第２次玉名市総合計画【後期計画】 

【 将 来 像 】 『人と自然が輝き やさしさと笑顔にあふれるまち 玉名』 

◆将来像（都市像）を達成するための３つのキーワード◆ 

『笑顔』があふれるまち 『健康』と福祉のまち 『良質』な暮らしができるまち 

【 基 本 目 標 】 １．自然と暮らしを守る ふるさとづくり ２．人と文化を育む 地域づくり 

３．賑わいと活力ある 産業づくり ４．便利で快適な 都市づくり 

５．健康で安心な 福祉づくり ６．公平で誇りの持てる 社会づくり 

７．健全な行政運営 
  

 

 

【地域公共交通関連事項】 

≪主要施策２≫ 公共交通の維持・充実 

①バス路線網等の維持再編        ②公共交通不便地域の解消 （重点施策） 

③既存の公共交通の利便性の向上  ④公共交通の利用促進 

 

（２） 第２期玉名市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

【政策５原則】 ①自立性  ②将来性  ③地域性  ④総合性  ⑤結果重視 

【横断的な目標】 ⑴多様な人材の活躍を推進する 

⑵新しい時代の流れを力にする 

【 基 本 目 標 】 １．玉名市の地域資源を活用した産業を育成し、魅力ある雇用を創出する 

２．玉名市への新たな人の流れをつくる 

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

４．時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する 
  

 

 

【地域公共交通関連事項】 

≪基本的方向≫ ①公共交通網の充実  ■施策名：公共交通の利便性の向上 

■成果指標 

指標 基準値（R2） 目標値（R6） 

公共交通不便地域の解消率 28.6％ 100％ 
 

 

（３） 玉名市都市計画マスタープラン 

【都市づくりの目標】 『人と自然が輝き やさしさと笑顔にあふれるまち 玉名』 

【 基 本 方 針 】 １．各拠点の形成やネットワークの確保による持続可能な都市づくり 

２．計画的な都市施設等の維持管理、防災強化等による安全で、暮らしやすい都市づくり 

３．地域資源を活用した産業の育成や雇用の創出、観光振興の基盤となる都市づくり 

４．自然と共存した都市づくり 
  

 

 

【地域公共交通関連事項】 

≪３．２ 道路・交通に関する整備方針≫ 

○利便性の高い生活の足の確保―各種公共交通（バス、鉄道、乗合タクシー等）― 

≪まちづくりの方針と主要な施策≫ 

○交通の利便性の向上 

○安心して、健康で元気に暮らし続けることができるまちづくり 
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（４） 玉名市立地適正化計画 

【 基 本 理 念 】 『利便性が集約された 居住者も来訪者も利用しやすい県北の拠点都市』 

【 基 本 方 針 】 ≪ 拠  点 ≫まちなかの求心力向上 

≪人口集積≫利便性の高いエリアへの人口集積 

≪ 交  通 ≫拠点間のネットワーク確保 
  

 

 

【地域公共交通関連事項】 

「≪交通≫拠点間のネットワーク確保」を達成するための施策方向性 

○公共交通網の強化によるネットワークの形成 

○公共交通への利用転換促進による利用者確保 

■目標数値 

路線バス及び乗合タクシーの利用者数 

：現状値８１７，０８５人（H２７）⇒目標値６１３，８００人（R22） 

■効果目標 

路線バス及び乗合タクシーの支出額 

：現状値９４，８８６千円（H27）⇒目標値１０１，７００千円（R22）   

 

（５） 第２期玉名圏域定住自立圏共生ビジョン 

【 構 成 市 町 】 玉名市、玉東町、南関町、和水町 

【将来人口展望】 令和１２年 81,547 人 

【 計 画 の 体 系 】 ①生活機能の強化に係る政策分野 

②結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

③圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 
  

 

 

【地域公共交通関連事項】 

○公共交通の維持、利便性向上及び活性化 

⇒持続可能な住民の移動手段確保事業 

■KPI 指標 

バス及び乗合タクシーの利用者数 

：現状値６１６千人（R3）⇒目標値６１３千人（R8）   
 

（６） 笑顔をつくる１０年ビジョン 

【 基 本 目 標 】 市民の笑顔が人を呼び込むまち 

【 三 原 則 】 ①市民生活の安定   ②まちづくりの充実   ③行政運営の進化 

【 プ ロ ジェ ク ト 】 【市民生活の安定】 

⑴安心子育て環境づくり   ⑵みんなの生活を守る福祉のまちづくり 

⑶みんな安心健康づくり 

【まちづくりの充実】 

⑷魅力ある産業づくり     ⑸オンリー玉名！のまちづくり 

⑹機能的な都市基盤づくり 

【行政運営の進化】 

⑺市民のための行財政運営  ⑻地域内連携の強化   ⑼広域連携の強化 
  

 

 

【地域公共交通関連事項】 

○住み慣れた地域でいつまでも   ○安全で住みよい環境づくり    
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第2章  玉名市の現状 

1. 位置及び地勢 

本市は、平成１７年に１市３町（玉名市、岱明町、横島町、天水町）が合併して生まれた市であり、南北

の距離は約１７㎞、東西は約１４．５㎞、市域の面積は約１５２㎢となっています。熊本都市圏と福岡都市

圏の間に位置し、熊本県北地域の拠点都市として、ＪＲ九州新幹線新玉名駅やＪＲ鹿児島本線の３つの

駅があるほか、九州縦貫自動車道の菊水ＩＣ、南関ＩＣに近く、近隣には長崎県へ連絡する有明フェリー

が運航している等、広域交通の便にも恵まれています。 

 

 

 

【玉名市の位置及び全図】 

出典：玉名市資料 

  

熊本県 

玉名市 
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2. 人口動向 

 

本市の人口は、令和５年１０月１日時点で６３，６２３人となっています。平成１２年以降、人口は減少傾

向にある一方で、６５歳以上の高齢者の人口が増加しており、高齢化が進んでいます。また、高齢化が

進む中で、世帯数は年々上昇傾向にあることから、一人暮らしの高齢者世帯が増加していることが推測

されます。 

 

【玉名市の人口推移】 

出典：国勢調査 （平成１２年、平成１７年は合併前の調査のため、玉名市、岱明町、横島町、天水町の合計値） 

 

人口の分布状況を見ると、主に玉名駅周辺の市街地に人口が集中している一方で、北西部の山間

部は人口が少ない状況となっています。 

 

【人口の分布状況（250m メッシュ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和２年国勢調査 

注）メッシュ：緯線・経線によって囲まれたほぼ長方形の区画のこと。ここでは、約 250ｍ四方の区画あたりの人口を分析している。 

≪POINT≫ 人口減少、高齢化、少子化の進行 / 市街地への人口集中 

11,356 10,071 9,107 8,477 7,965

45,153 43,419 40,962 37,301 34,302

16,532
18,319

19,322
20,826

22,025

計73,051人 計71,851人
計69,541人

計66,782人 計64,292人

23,051世帯 23,643世帯 24,274世帯 24,398世帯 25,197世帯

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H12 H17 H22 H27 R2

65歳以上 15～64歳 15歳未満 一般世帯数

(人・世帯) 高齢化率：34.3％高齢化率：31.2％高齢化率：27.8％高齢化率：25.5％高齢化率：22.6％
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3. 通勤・通学流動 

 

通勤・通学先をみると、流入・流出どちらも熊本市との間での移動が最も多くなっています。また、荒尾

市・長洲町との人口流動も多く、通勤において流出超過、通学においては流入超過となっています。 

また、全体としては、他市町村への流出人口が、他市町村からの流入人口よりも２,１３２人多く、流出

超過となっています。 

 

【通勤による人口流動（１５歳以上）】 

【通学による人口流動（１５歳以上）】 

【通勤・通学による流入人口と流出人口（１５歳以上）】 

他市町村から玉名市への通勤・通学（流入人口） ９,４７６人 

玉名市から他市町村への通勤・通学（流出人口） １１,６０８人 

（流入人口）―（流出人口） ▲２,１３２人 

出典：令和２年国勢調査 

≪POINT≫ 通勤は流出超過 / 通学は流入超過 

福岡県内 南関町 和水町 

玉東町 

熊本市 

長洲町 

荒尾市 
山鹿市 

玉名市 

2,867 人 

2,052 人 

481 人 

312 人 

752 人 284 人 

1,732 人 

1,013 人 

玉名市内での通勤移動 
14,720 人 その他 

1,072 人 

596 人 

福岡県内 南関町 和水町 

玉東町 

熊本市 

長洲町 

荒尾市 山鹿市 

玉名市 

627 人 

472 人 

81 人 

2 人 

0 人 87 人 

1 人 

188 人 

玉名市内での通学移動 
2,024 人 その他 

83 人 

227 人 

流出人口 

流入人口 

流出人口 

流入人口 
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4. 利用交通手段 

 

普段の日常生活における交通手段について、令和２年国勢調査の結果によると、利用交通手段が 

１種類と答えた人の割合は、本市で８9.6％となっています。 

 

【利用交通手段の種類】 

出典：令和２年国勢調査 

 

利用交通手段が１種類と回答した人のうちの利用交通手段について、本市では「自家用車のみ」を

利用している人が８５．８％となっており、県全体の 78.1%よりも高くなっています。 

また、近隣自治体と比較すると、本市では熊本市・荒尾市・長洲町に比べて「自家用車のみ」を利用

している人の割合が高くなっています。 

 

【利用交通手段（利用交通手段が１種類）】 

 

出典：令和２年国勢調査 

注）近隣市町・熊本県と比較。 

注）割合の高いものから上位３項目を色分けしている。  

自家用車のみ 鉄道・電車のみ 乗合バス※のみ
勤め先・学校
のバスのみ

ハイヤー
※

・
タクシーのみ

オートバイのみ 自転車のみ その他のみ

玉名市 85.8% 2.7% 0.4% 0.9% 0.0% 2.0% 7.3% 0.9%

熊本市 67.7% 3.4% 5.7% 0.5% 0.1% 5.1% 15.9% 1.5%

荒尾市 85.1% 2.9% 0.6% 1.2% 0.0% 2.7% 6.2% 1.2%

山鹿市 89.3% 0.1% 1.3% 0.8% 0.1% 1.7% 5.7% 1.0%

玉東町 87.8% 7.0% 0.2% 0.4% 0.0% 1.4% 2.4% 0.8%

南関町 87.7% 0.4% 0.6% 2.0% 0.1% 2.8% 4.9% 1.6%

長洲町 77.4% 4.1% 0.1% 0.9% 0.1% 2.2% 14.3% 1.0%

和水町 91.1% 0.5% 0.6% 1.6% 0.0% 2.6% 2.7% 0.8%

熊本県全体 78.1% 2.6% 3.0% 0.7% 0.1% 3.4% 10.7% 1.4%

≪POINT≫ 自家用車への依存度が高い 

利用交通手段が1種類 利用交通手段が2種類 利用交通手段が3種類以上 徒歩のみ 利用交通手段「不詳」凡例

89.6%

82.1%

90.1%

91.8%

90.1%

91.3%

91.3%

93.9%

86.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

玉名市

熊本市

荒尾市

山鹿市

玉東町

南関町

長洲町

和水町

熊本県全体
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5. 道路網 

本市は国道２０８号、国道５０１号が市域を横断するように通過しており、国道２０８号は玉東町～玉名

市～荒尾市を、国道５０１号は熊本市～玉名市～長洲町を連絡しています。国道とは対照的に、主要地

方道は市を縦断するように通過しており、熊本市、南関町、和水町と玉名市を連絡しています。 

また、主要地方道以外の県道については、国道・主要地方道を結ぶように市内全域に通っています。 

 

 

 

【玉名市の道路網】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：玉名市資料  
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6. 市内主要施設 

 

（１） 公共公益施設 

本市は１市３町が合併した都市であり、玉名地区においては、中心市街地を中心に、岱明地区、横島

地区、天水地区においては、それぞれの支所を中心に主要な公共公益施設が立地しています。 

 

【主要公共公益施設】 

分類 
番

号 
名称 分類 

番

号 
名称 

行政施設 1 玉名市役所 教育施設 29 玉名町小学校 

2 玉名市合同庁舎 30 築山小学校 

3 岱明支所 31 滑石小学校 

4 横島支所 32 大浜小学校 

5 天水支所 33 豊水小学校 

医療・福祉施設 6 くまもと県北病院 34 八嘉小学校 

7 玉名市福祉センター 35 伊倉小学校 

8 玉名保健センター 36 玉陵小学校 

9 岱明ふれあい保健センター 37 大野小学校 

10 横島総合保健福祉センター「ゆとり―む」 38 睦合小学校 

11 天水老人憩いの家 39 鍋小学校 

12 玉名市伊倉ふれあいセンター 40 高道小学校 

体育施設 13 桃田運動公園 41 横島小学校 

14 玉名勤労者体育センター 42 玉水小学校 

15 蛇ヶ谷公園 43 小天小学校 

16 岱明 B＆G海洋センター 44 玉名中学校 

17 岱明中央公園 45 玉南中学校 

18 玉名市武道館 46 玉陵中学校 

19 横島体育館 47 有明中学校 

20 天水体育館 48 岱明中学校 

文化施設 21 玉名市文化センター 49 天水中学校 

22 岱明防災コミュニティセンター 50 熊本県立玉名高等学校・附属中学校 

23 岱明図書館 51 熊本県立北稜高等学校 

24 横島町公民館 52 熊本県立玉名工業高等学校 

25 横島図書館 53 玉名女子高等学校 

26 歴史博物館こころピア 54 専修大学熊本玉名高等学校 

27 玉名市民会館 55 九州看護福祉大学 

28 玉名商工会館 その他 56 玉名斎場 

  

≪POINT≫ 中心市街地と各支所周辺に主要施設が立地 
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【主要公共公益施設の位置】 
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（２） 主要な商業施設 

市内の主な商業施設はＪＲ玉名駅周辺をはじめ、本市の中心部に多く立地しています。 

 

 

 

【市内の主な商業施設の分布】 

注）本計画策定にあたり実施した市民アンケートにて、「買い物時に利用する主な商業施設」として回答数の多かった施設を抜粋して記載。 
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第3章  地域公共交通の現状 

1. 玉名市の地域公共交通の現状 

 

（１） 地域公共交通の運行状況 

本市では、市域をまたぐ広域移動・地域間移動の手段として、新幹線（ＪＲ九州新幹線）、鉄道（ＪＲ鹿

児島本線）、路線バスが運行しているほか、地域内移動の手段として、市内で完結する路線バス（玉名

市街地循環線等）、一般タクシー、乗合タクシーが運行しています。 

 

【玉名市内の地域公共交通の運行状況】 

交通機関 路線 

便数/日 

平日 土日祝 

上り 下り 上り 下り 

新幹線 JR 九州新幹線 ２３便 ２２便 ２３便 ２２便 

鉄道 JR 鹿児島本線（玉名駅） ３２便 ３８便 ３３便 ３９便 

JR 鹿児島本線（大野下駅） ３２便 ３２便 ３２便 ３２便 

JR 鹿児島本線（肥後伊倉駅） ３８便 ３８便 ３８便 ３８便 

路線バス 玉名桜町線 ７便 ７便 ３便 ３便 

玉名植木線 ５便 ４便 ５便 ４便 

小天桜町線 ８便 １０便 ６便 ８便 

天水桜町線 ３便 ４便 ２便 ２便 

玉名山鹿線（東郷高野経由） ６便 ６便 ４便 ４便 

玉名山鹿線（米の岳経由） ４便 ４便 ３便 ３便 

九州看護福祉大学線 

（玉名駅～九州看護福祉大学） 
１９便 ２７便 ３便 ３便 

九州看護福祉大学線 

（玉名駅～新玉名駅） 
８便 ５便 ２便 ２便 

玉名市街地循環線 
右回り １１便 １１便 

左回り １１便 １１便 

くまもと県北病院線（玉名温泉経由） ３便 １便  

くまもと県北病院線（市役所経由） ４便 ４便  

荒尾玉名線 １５便 １３便 ８便 ８便 

玉名南関線（北稜高校経由） ２便 ２便 ２便 ２便 

病院南関線 ５便 ４便  

乗合タクシー しおかぜタクシー ８便 ４便 

いちごタクシー ８便 ４便 

いだてんタクシー ８便  

おれんじタクシー ９便  

注）路線バスは、玉名市内行きの路線を上りとする。 

注）路線バス・乗合タクシーは令和６年３月時点の便数。  

≪POINT≫ 地域公共交通手段が豊富 
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【玉名市 地域公共交通網図】  
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（２） 地域公共交通のサービス圏域 

鉄道、路線バス、乗合タクシーによって市内のほとんどの地域において、地域公共交通サービスが提

供されています。 

 

【玉名市地域公共交通のサービス圏域と人口の分布状況】 

注）サービス圏域：鉄道駅から半径５００m、バス停から半径３００m をサービス圏域として記載している。  
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2. 鉄道 

 

本市には、市を横断するように JR 九州新幹線、JR 鹿児島本線が通っており、新幹線駅である新玉名

駅のほか、玉名駅、大野下駅、肥後伊倉駅の３つの駅があります。 

令和４年度の駅別の乗車人員数をみると、玉名駅の利用者が最も多く、１日あたり２，０００人以上が

利用する駅となっています。一方で、新玉名駅の令和４年度の乗車人員数はＪＲ九州新幹線の駅の中で

最も少ない４３３人/日となっています。 

 

【乗車人員の推移（人/日）】 

出典：JR 九州 「駅別乗車人員上位３００駅」  肥後伊倉駅はデータ公表なし 

 

 

【新玉名駅】 【玉名駅】 

  

≪POINT≫ 玉名駅利用者が多い / 新玉名駅利用者が少ない 

640人/日 602人/日

318人/日 287人/日
433人/日

2,632人/日 2,548人/日

2,065人/日 1,971人/日
2,085人/日

380人/日 357人/日 285人/日 266人/日 320人/日
0

500

1,000

1,500

2,000
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3,000
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り
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新玉名駅 玉名駅 大野下駅
（人/日）
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3. 路線バス 

 

市内の路線バスは、産交バス（株）が１４路線の運行を担っています。 

これまでバス路線の見直しを行ってきた結果、市域をまたぐ路線として熊本方面、荒尾方面、山鹿方

面、南関方面をつなぐ９路線のほか、市街地循環線をはじめとした市街地周辺で完結する５つの路線

が運行しています。 

輸送人員数は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた令和２年度以降の利用者が減少してい

るものの、令和４年度は前年度より増加しています。 

【路線バス 年間輸送人員と玉名市実質財政負担額の推移】 

  

 

 

 

 

 

 

 

出典：玉名市資料 

注）実質財政負担額は、国・県や大学機関等からの補助金等を除く、玉名市が単独で支出する実質負担額として掲載 

（特別交付税※が含まれる）。 

注）各年、１０月１日～９月３０日までを事業年度として掲載。 

 

路線バスの収支率は、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、平成３０年度から令和３年度まで

減少傾向にありましたが、令和３年度から令和４年度にかけて若干の増加となり、令和４年度時点で３４．

０％となっています。 

【路線バスの収支率の推移】 

出典：玉名市資料 

注）各年、１０月１日～９月３０日までを事業年度として掲載。  

≪POINT≫ 新型コロナウイルス感染拡大の影響による路線バス利用者の減少 
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【令和元年度以降のバス路線再編の経緯】

 

出典：玉名市資料 

 

  

年月 起点 経由地1 経由地2 終点 再編内容

R1.9 田崎(玉名) 大倉団地入口 玉名市文化センター前 玉名駅前 廃止

R1.9 交通センター 河内亀石 伊倉 玉名駅前　　 廃止

R1.9 交通センター 河内亀石 草枕温泉てんすい 玉名駅前　　 廃止

R1.9 交通センター 西高校前 河内亀石 玉名駅前　　 廃止

R1.9 交通センター 河内亀石 下片諏訪 玉名駅前　　 廃止

R1.9 交通センター 植木 船島 玉名駅前　　 廃止

R1.9 熊本交通センター 植木 梅林小学校前 玉名駅前 廃止

R1.10 天水支所 玉名駅前 新設

R1.10 玉名駅前 ゆめマート玉名前 伊倉宮の前 河内温泉センター 新設

R1.10 玉名駅前 木葉駅前 新設

R1.10 木葉駅前 玉名駅前 新設

R1.10 桜町バスターミナル 西区役所前 河内亀石 小天温泉 新設

R1.10 桜町バスターミナル 西区役所前 河内亀石 天水支所前 新設

R2.9 新玉名駅 玉名市役所前 長洲港 バスセンター(荒尾) 廃止

R3.3 くまもと県北病院 玉名温泉 北稜高校前 玉名駅前 新設

R3.3 くまもと県北病院 玉名市役所前 玉名下町 玉名駅前 新設

R3.4 山鹿バスセンター 下津原 玉名市役所前 玉名駅前 廃止

R5.9 天水支所 玉名駅前 廃止

R5.9 玉名駅前 ゆめマート玉名前 伊倉宮の前 河内温泉センター 廃止

R4.3 玉名駅前 木葉駅前 廃止

R4.3 木葉駅前 玉名駅前 廃止

R4.3 玉名駅前 玉名市役所前 月田 菊水ロマン館前 廃止

R4.4 玉名駅前 北稜高校前 坂下 南関上町 経路変更

R4.4 くまもと県北病院 玉名温泉 北稜高校前 玉名駅前 経路変更

R4.4 くまもと県北病院 玉名市役所前 玉名下町 玉名駅前 経路変更

R4.4 くまもと県北病院 新玉名駅 坂下 南関上町 新設

R5.9 河内温泉センター 玉名市役所前 玉名温泉街 玉名駅前 廃止

R5.9 玉名駅前 ゆめタウン玉名前 伊倉宮の前 河内温泉センター 廃止

R5.9 天水支所前 玉名駅前 廃止
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4. 一般タクシー 

 

市内の一般タクシー事業者は、４社となっています。４社の合計乗客数をみると、平成３０年度から令

和２年度にかけて大きく減少しており、令和２年度以降は微増しているものの、令和４年度の乗客数は平

成３０年度の乗客数の約半数となっています。 
 

【玉名市内に事業所のあるタクシー事業者一覧】 

会社名 事業所所在地 

(有)高瀬合同タクシー 熊本県玉名市築地 1268-1 

玉名タクシー(有) 熊本県玉名市大倉 1365-4 

(有)岱洋タクシー 熊本県玉名市岱明町鍋 403 

(有)アトム 熊本県玉名市天水町立花 1731 
 

【一般タクシーの乗客数（４社合計）の推移】 

出典：各社へのアンケート結果より作成 

注）令和元年度の乗客数の減少理由は、一部のタクシー事業者の乗客が大幅に減少したことによる。 

5. 乗合タクシー 

 

本市では、「しおかぜタクシー」（滑石・岱明地域）、「いちごタクシー」（大浜・豊水・横島地域）、「い

だてんタクシー」（玉陵地域）、「おれんじタクシー」（天水・玉南地域）の４つの区域にて乗合タクシーを

運行しています。 

年間の延べ利用者数をみると、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた令和２年度以降減少して

いるものの、令和４年度は前年度より増加しており、回復傾向にあるといえます。運行区域別でみると、しお

かぜタクシーの利用者が最も多く、いだてんタクシーの利用者は少ない状況にあります。 

【年間延べ利用者数の推移】 

出典：玉名市資料 

≪POINT≫ 新型コロナウイルス感染拡大の影響による一般タクシー利用者の減少 

≪POINT≫ 乗合タクシー運行区域の拡大 / 実質財政負担額の増加 

計500千人
計367千人

計216千人 計229千人 計243千人
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3,069人408人

1,235人
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2,318人 2,136人

1,464人
1,449人

1,261人

計19,127人 計18,836人

計12,430人
計10,611人

計13,701人

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

しおかぜタクシー いちごタクシー いだてんタクシー おれんじタクシー みかんタクシー
（人）
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乗合タクシー事業に関する本市の財政負担額は、サービスの拡充に伴い年々増加傾向にあります。 

【玉名市の実質財政負担額】 

出典：玉名市資料 

注）実質財政負担額は、国・県や大学機関等からの補助金等を除く、玉名市が単独で支出する実質負担額として掲載 

（特別交付税が含まれる）。 

注）「いだてんタクシー」は令和２年４月～令和２年９月まで無償運行、令和２年１０月から本格運行を開始。 

注）「おれんじタクシー」は令和４年１２月～令和５年３月まで無償運行、令和５年４月から本格運行を開始。 

 

乗合タクシーの収支率は、「いだてんタクシー」の運行を開始した令和２年度に大きく減少しており、

令和４年度時点で 9.0％となっています。平成３０年度から令和４年度にかけて市の支出が倍以上とな

っている反面、利用料金は減少しており、サービスの拡大に伴い、収支率は悪化しています。 

【乗合タクシーの収支率の推移】 

出典：玉名市資料 

注）「みかんタクシー」を除いた収支率を掲載。 

注）「いだてんタクシー」は令和２年４月～令和２年９月まで無償運行、令和２年１０月から本格運行を開始。 

注）「おれんじタクシー」は令和４年１２月～令和５年３月まで無償運行、令和５年４月から本格運行を開始。 
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6. 福祉タクシー 

市内で福祉タクシー※を営業している事業者は４社となっています。 

【市内の福祉タクシー事業者一覧】 

会社名 事業所所在地 

福祉タクシーよしの 熊本県玉名市永徳寺 413-9 

(有)ライフケア 熊本県玉名市滑石 2305-1 

Sun Ria （サンリア） 熊本県玉名市岱明町庄山 862-１ 

福祉センターひまわり 熊本県玉名市岱明町鍋 1130 

注）熊本県タクシー協会、熊本県福祉タクシー協会のいずれかの会員である福祉タクシーを専業とする事業者を記載。 

 

7. スクールバス 

市内では以下の３つの小学校でスクールバスを運行しています。運行にあたっては、市から観光バス

等の事業者へ運行事業を委託しています。 

【スクールバスの概要】 

実施している学校 玉陵小学校、大浜小学校、小天小学校 

対象児童 下記の児童が対象 

① 通学距離が４ｋｍ以上の児童 

② 学校の統合により通学条件が変更となる児童で教育委員会が認めるもの 

③ ①、②のほか、特別の事情を有する児童でスクールバスを利用する必要

があると教育委員会が認めるもの 

片道料金 無料 

実施主体 玉名市 

注）令和５年１２月３１日時点。 

【スクールバスの運行の様子】 

出典：玉名市  
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8. その他の移動支援事業 

 

（１） 外出支援サービス 

本市では、利用条件に該当する人に対し、自家用有償旅客運送※（福祉有償運送）により外出支援

サービスを実施しています。外出支援サービスの利用者数、利用回数はともに近年増加傾向にあります。 

【外出支援サービスの概要】 

対象者 

概ね６０歳以上で、①・②のいずれかに該当する人 

① 要介護４または５に該当する人 

② 一人暮らしまたは高齢者のみの世帯で交通手段を持たない人（所得制限あり） 

片道料金 市内：３００円、市外：６００円 

利用可能回数 月４回（２往復）まで利用可能 

行先 医療機関等への送迎 

実施主体 玉名市 

【年間延べ利用回数と年度末利用登録者数の推移】 【使用車両】 

 

 

 

 

 

出典：玉名市資料 

注）使用車両は令和５年９月時点。 

 

（２） 福祉バス 

本市では、路線バスの運行がない地域において、６０歳以上の市民を対象に福祉バスの運行を行っ

ています。福祉バスでは、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた令和２年度に利用者数が大きく減

少しており、令和４年度の利用者数は令和元年度の利用者数の約４分の１となっています。 

【福祉バスの概要】 

対象者 ６０歳以上の玉名市民 利用料金 無料 運行日 火曜～土曜（年末年始、祝日は運休） 

運行 定められた乗降場所から温泉施設６カ所への送迎   （曜日ごとに違うコースを運行） 

行先の 

施設 

玉名市福祉センター、横島総合保健福祉センターゆとりーむ、岱明ふれあい健康センター 

コミュニティセンター潮湯、草枕温泉てんすい、天水老人憩の家 

実施主体 玉名市 

【福祉バスの年間利用者数の推移】 

出典：玉名市資料 

注）玉名地区（２４人乗りバス）は令和元年度以降２４人乗りとして運行しており、それ以前は２２人乗りバスとして運行している。 

車種 台数 

寝台車 1 台 

セダン等 4 台 

車いす車 2 台 

≪POINT≫ 移動支援事業の実施 / 福祉バス利用者の減少 
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第4章  市民及び利用者の移動ニーズ 

1. 市民アンケート調査 

（１） 調査概要 

市民の移動実態やニーズの把握、地域公共交通に対する市民意向等を把握することを目的として、

市民へのアンケート調査を行いました。 

 

【調査概要表】 

対象者 ・１８歳以上～９０歳未満の玉名市民３，０００人（無作為抽出） 

主な調査項目 

・属性 

・日常生活の移動実態 

・地域公共交通の利用実態と意識・要望 

・地域公共交通の維持・確保意向 

調査方法 ・郵送による配布・回収  （WEB 回答も可） 

調査期間 
令和５年７月２８日（金）～８月１０日（木） 

[８月３１日（木）までに返送されたものを集計対象とした] 

回答数 ・ｎ＝1,061 （うち WEB 回答 ｎ=169）、回収率３５．４％ 

内訳 

 属性 実数 割合 属性 実数 割合 

 

性 
別 

男性 ４４２人 41.7％ 女性 ５７６人 54.3％ 

答えたくない ９人 0.8％ 無回答 ３４人 3.2％ 

年 
齢 

１０歳代 １４人 1.3％ ２０歳代 ５９人 5.6％ 

３０歳代 ８４人 7.9％ ４０歳代 １２８人 12.1％ 

５０歳代 １５９人 15.0％ 60～６４歳 ９３人 8.8％ 

65～６９歳 １３４人 12.6％ 70～７４歳 １４４人 13.6％ 

75～７９歳 １０３人 9.7％ ８０歳代 １３４人 12.6％ 

無回答 ９人 0.8％  

職 
業 

会社員・公務員 ３０２人 28.5％ 自営業 １２９人 12.2％ 

学生 １６人 1.5％ 専業主婦(夫) ７６人 7.2％ 

パート・アルバイト １２５人 11.8％ 無職(年金生活含む) ３６８人 34.7％ 

その他 １６人 1.5％ 無回答 ２９人 2.7％ 

中 
学 
校 
区 
・ 
旧 
小 
学 
校 
区 

玉名中学校 

（玉名町・築山・滑石） 
３９１人 36.9％ 

玉南中学校 

（伊倉・八嘉） 
１１１人 10.5％ 

玉陵中学校 

（梅林・小田・玉名・ 

月瀬・石貫・三ツ川） 

１１４人 10.7％ 
有明中学校 

（大浜・豊水・横島） 
１５５人 14.6％ 

岱明中学校 

（睦合・大野・高道・鍋） 
１９１人 18.0％ 

天水中学校 

（玉水・小天・小天東） 
９０人 8.5％ 

不明 ０人 0.0％ 無回答 ９人 0.8％ 

注）構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計値が 100％とならない場合がある。以下、同様。 
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（２） 調査結果 

① 日常生活における移動手段 

 

 

○「運転免許を持っている」と回答した人は、全体の８７．５％となっている。 

【運転免許証の保有率】 

 

○買い物や通院等の日常的な交通手段は、「自分で車を運転して移動する」と回答した人が７割を超え

ており、「家族等による送迎」との回答も含めると８割以上の人が自家用車で移動している。 

【買い物時の主な交通手段】 

注）割合の高いものから上位３項目を色分けしている。 

 

【通院時の主な交通手段】 

注）割合の高いものから上位３項目を色分けしている。  

≪POINT≫ 自家用車への依存が高い / 運転免許証の保有率が高い 

ある ない 運転免許返納済 無回答凡例
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3.5

3.2

3.7

1.1

0.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)         

玉名中学校(n=391)

玉南中学校(n=111)

玉陵中学校(n=114)

有明中学校(n=155)

岱明中学校(n=191)

天水中学校(n=90) 

居
住
地
区
分
別
（
中
学
校

九州新幹線  鉄道 路線バス
一般

タクシー
乗合

タクシー
自分で車
を運転

家族等に
よる送迎

バイク・原付 自転車 徒歩 その他
外出支援

サービス等
無回答

全体(n=1,061)         - 1.1% 0.8% 2.0% 1.3% 72.8% 10.5% 0.5% 2.0% 2.6% - 0.2% 6.2%

　玉名中学校(n=391) - 1.8% 1.4% 3.7% 0.5% 67.4% 11.0% 0.9% 3.2% 6.0% - - 4.1%

　玉南中学校(n=111) - 1.4% 1.4% - - 80.6% 6.9% - 1.4% 1.4% - - 6.9%

　玉陵中学校(n=114) - - 1.7% 1.7% 5.2% 70.7% 8.6% 1.7% - 1.7% - - 8.6%

　有明中学校(n=155) - - - 2.3% 2.3% 71.6% 12.5% - 1.1% - - 1.1% 9.1%

　岱明中学校(n=191) - 1.8% - - - 77.7% 11.6% - 1.8% 0.9% - - 6.3%

　天水中学校(n=90) - - - - 3.5% 80.7% 8.8% - 1.8% - - - 5.3%

通
院
時

九州新幹線  鉄道 路線バス
一般

タクシー
乗合

タクシー
自分で車
を運転

家族等に
よる送迎

バイク・原付 自転車 徒歩 その他 無回答

全体(n=1,061)         0.1% 0.5% 0.7% 0.6% 0.2% 74.6% 6.6% 0.6% 1.9% 3.4% - 11.0%

　玉名中学校(n=391) - - 1.0% 1.3% - 69.6% 7.2% 0.8% 1.8% 7.4% - 11.0%

　玉南中学校(n=111) - 0.9% - - - 73.9% 10.8% - 3.6% 0.9% - 9.9%

　玉陵中学校(n=114) 0.9% 2.6% 2.6% - - 71.1% 6.1% 0.9% - 2.6% - 13.2%

　有明中学校(n=155) - - - 0.6% 0.6% 77.4% 5.8% 0.6% 3.2% 1.3% - 10.3%

　岱明中学校(n=191) - 0.5% - - 0.5% 82.7% 5.8% - 1.6% - - 8.9%

　天水中学校(n=90) - - - - - 85.6% 3.3% 1.1% 1.1% - - 8.9%

日
常
の
買
い
物
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②  外出時における困りごと 

 

 

○全体の１４．３％の人が外出時に「困ることがある」と回答しており、年齢別では「８０歳代」が３０．６％

で最も多く、次いで「１０歳代」が２８．６％となっている。 

【外出時に交通手段がなくて困ることがあるか】 

 

○困ることが多い外出目的は、「買い物」が４７．４％で最も多く、次いで「通院」が４２．２％となっている。 

【困ることが多い外出時の目的（複数回答）】 

 

○困ることが多い外出先は、「くまもと県北病院」が３０．５％で最も高くなっており、「玉名市役所本庁」

「新玉名駅」「玉名駅」で２割を超えている。 

【困ることが多い外出先（複数回答）】 
  

≪POINT≫外出時に交通手段がなくて困る方は 14.3％ 

困ることがある 困ることはない 無回答凡例

14.3 

28.6 

18.6 

10.7 

14.1 

12.6 

9.7 

9.0 

7.6 

16.5 

30.6 

78.5 

71.4 

78.0 

89.3 

83.6 

86.2 

88.2 

85.1 

77.8 

71.8 

56.7 

7.2

3.4

2.3

1.3

2.2

6.0

14.6

11.7

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)      

10歳代(n=14)

20歳代(n=59)

30歳代(n=84)

40歳代(n=128)

50歳代(n=159)

60～64歳(n=93)

65～69歳(n=134)

70～74歳(n=144)

75～79歳(n=103)

80歳代(n=134)

年
齢
区
分
別

12.3

47.4

42.2

25.3

17.5

23.4

22.1

2.6

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤・通学

買い物

通院

飲食

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事

その他

無回答

全体(n=154)

24.7

2.6

3.9

0.6

28.6

27.3

3.9

3.2

30.5

1.3

0.6

2.6

1.3

1.9

1.3

11.0

1.9

22.1

17.5

0% 10% 20% 30% 40%

玉名市役所本庁

岱明支所

横島支所

天水支所

新玉名駅

玉名駅

肥後伊倉駅

大野下駅

くまもと県北病院

小学校

中学校

高等学校（市内）

高等学校（市外）

九州看護福祉大学

市外の大学

玉名温泉

小天温泉

その他

無回答

全体(n=154)
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③  鉄道利用について 

 

 

○鉄道を週に１日以上日常的に利用する人は、全体の２．３％となっている。また、年に１回以上利用する

人は全体の約半数となっている。 

【鉄道の利用頻度】 

 

○鉄道を利用しない理由は、「利用する用事が特にないから」が７５．３％で最も多く、次いで「他の交通

手段のほうが便利だから」が２２．１％となっている。 

【利用していない理由（複数回答）】 

○【満足・やや満足】の割合が多い項目は、「運行時間の正確さ」「運行ルート」となっており、【不満・や

や不満】の割合が多い項目は、「駅周辺での駐車場の確保のしやすさ」「運行本数」「乗り継ぎのしや

すさ」となっている。 

【満足度】  

≪POINT≫鉄道利用では、駐車場、運行本数、乗り継ぎに不満が多い 

75.3

2.6

1.8

4.0

1.0

3.8

2.8

22.1

3.0

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する用事が特にないから

運行本数が少ないから

待ち時間が長いから

運賃が高いから

駅の環境（待合、トイレ、エレベーター等）が悪いから

駅までの交通手段がないから

駅の駐車場や駐輪場が狭いから

他の交通手段のほうが便利だから

その他

無回答

全体(n=497)

16.2

9.6

10.4

27.3

9.6

9.4

11.7

8.1

7.7

7.2

5.5

15.0 

16.0 

14.4 

15.1 

14.1 

14.7 

15.4 

12.3 

14.9 

15.1 

20.3 

31.6

28.5

31.8

20.1

33.7

35.3

35.6

34.2

35.2

25.7

35.0 

5.7

15.4

12.7

3.5

12.1

9.7

6.1

13.5

11.8

17.9

10.7

4.5

4.1

3.4

7.4

3.7

3.7

4.1

4.8

3.3

5.9

2.1

27.0 

26.5 

27.3 

26.7 

26.8 

27.1 

27.1 

27.1 

27.0 

28.2 

26.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行ルート（行き先等)

②運行本数

③運行時間帯

④運行時間の正確さ

⑤運賃

⑥時刻表・路線図等の運行情報についての案内

⑦乗務員・係員の対応

⑧他の交通機関との乗り継ぎのしやすさ

⑨駅の待合空間（屋根、ベンチ等）

⑩駅周辺での駐車場の確保のしやすさ

⑪総合的な満足度

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答全体(n=1,061)        凡例

週に
５日以上

週に
３～４日

週に
１～２日

月に
２～３日

月に
１回程度

年に数回
程度

鉄道は
利用しない

その他 無回答

1.0％ 0.5％ 0.8％ 2.7％ 3.8％ 38.8％ 46.8％ 1.8％ 3.7％

　玉名中学校(n=391) 1.8％ 0.8％ 0.8％ 3.1％ 4.6％ 43.7％ 40.2％ 2.3％ 2.8％

　玉南中学校(n=111) 0.0％ 0.9％ 2.7％ 2.7％ 2.7％ 39.6％ 46.8％ 1.8％ 2.7％

　玉陵中学校(n=114) 1.8％ 0.0％ 0.9％ 5.3％ 6.1％ 33.3％ 49.1％ 0.0％ 3.5％

　有明中学校(n=155) 0.0％ 0.0％ 0.6％ 1.3％ 3.2％ 37.4％ 49.0％ 3.2％ 5.2％

　岱明中学校(n=191) 0.5％ 0.5％ 0.0％ 2.1％ 2.6％ 40.8％ 49.2％ 1.0％ 3.1％

　天水中学校(n=90) 0.0％ 0.0％ 0.0％ 2.2％ 2.2％ 25.6％ 64.4％ 1.1％ 4.4％

全体(n=1,061)         

居
住
地
区
分
別
（

中
学
校
区
）
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④  路線バス利用について 

 

 

○路線バスを週に１日以上日常的に利用する人は、全体の１．７％となっている。また、利用しない人は

85.0％となっている。 

【路線バスの利用頻度】 

 

○路線バスを利用しない理由は、「利用する用事が特にないから」が５６．３％で最も多く、次いで「他の

交通手段のほうが便利だから」が２９．０％となっている。 

【利用していない理由（複数回答）】 

○【満足・やや満足】の割合が多い項目は、「乗務員・係員の対応」「バス停留所までの距離」となって

おり、【不満・やや不満】の割合が多い項目は「運行本数」「バス停留所の待合空間」「運行時間帯」

となっている。 

【満足度】  

≪POINT≫路線バス利用では、運行本数、待合空間、運行時間帯に不満が多い 

56.3
8.4

2.3
2.1

0.8
15.4

6.3
4.2

2.0
29.0

5.8
6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

利用する用事が特にないから
運行本数が少ないから
待ち時間が長いから

運賃が高いから
バス停の環境（屋根やベンチ等）が悪いから

バス停が遠いから
目的地に行くバスがないから

使いたい時間にバスが運行していないから
バスの利用の仕方がわからないから
他の交通手段のほうが便利だから

その他
無回答

全体(n=902)

3.7

3.6

2.9

3.8

3.9

3.6

4.2

2.8

2.6

5.7

2.5

7.9 

6.8 

6.4 

8.4 

6.7 

6.4 

8.7 

6.0 

6.1 

7.0 

6.6 

32.0 

28.3 

32.2 

37.2 

39.0 

38.2 

40.1 

36.2 

32.0 

30.1 

36.9 

10.1 

14.3 

12.1 

6.8 

7.3 

7.2 

4.0 

9.6 

12.7 

9.1 

10.7 

6.3

7.4

6.5

2.9

2.6

4.3

2.2

4.4

7.1

8.8

4.4

40.1

39.7

39.9

40.9

40.5

40.3

40.9

40.9

39.5

39.3

38.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行ルート（行き先等)

②運行本数

③運行時間帯

④運行時間の正確さ

⑤運賃

⑥時刻表・路線図等の運行情報についての案内

⑦乗務員・係員の対応

⑧他の交通機関との乗り継ぎのしやすさ

⑨バス停留所の待合空間（屋根、ベンチ等）

⑩バス停留所までの距離

⑪総合的な満足度

満足 やや満足
どちらでも

ない
やや不満 不満 無回答全体(n=1,061)        凡例

週に
５日以上

週に
３～４日

週に
１～２日

月に
２～３日

月に
１回程度

年に数回
程度

路線バスは
利用しない

その他 無回答

0.3％ 0.5％ 0.9％ 1.1％ 2.2％ 6.1％ 85.0％ 0.1％ 3.8％

　玉名中学校(n=391) 0.3％ 1.0％ 1.0％ 1.3％ 3.1％ 9.2％ 82.1％ 0.0％ 2.0％

　玉南中学校(n=111) 0.0％ 0.0％ 1.8％ 1.8％ 1.8％ 3.6％ 85.6％ 0.9％ 4.5％

　玉陵中学校(n=114) 1.8％ 0.9％ 1.8％ 0.0％ 1.8％ 6.1％ 85.1％ 0.0％ 2.6％

　有明中学校(n=155) 0.0％ 0.0％ 0.0％ 1.3％ 0.6％ 3.2％ 88.4％ 0.0％ 6.5％

　岱明中学校(n=191) 0.0％ 0.0％ 1.0％ 0.5％ 0.5％ 5.2％ 89.0％ 0.0％ 3.7％

　天水中学校(n=90) 0.0％ 0.0％ 0.0％ 2.2％ 5.6％ 3.3％ 83.3％ 0.0％ 5.6％

全体(n=1,061)         

居
住
地
区
分
別
（

中
学
校
区
）
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⑤  一般タクシー利用について 

 

 

○一般タクシーを週に１日以上日常的に利用する人は、全体の１．２％となっている。また、利用しない人

は６３．３％となっている。 

【一般タクシーの利用頻度】 

 

○一般タクシーを利用しない理由は、「利用する用事が特にないから」が７０．４％で最も多く、次いで「料

金が高いから」が２３．５％となっている。 

【利用しない理由（複数回答）】 

 

○【満足・やや満足】の割合が多い項目は、「配車依頼の迅速さ」となっており、【不満・やや不満】の割

合が多い項目は「運賃」となっている。 

【一般タクシーの満足度】 

 

≪POINT≫一般タクシー利用では、運賃に不満が多い 

70.4

23.5

2.4

1.2

21.3

8.8

5.1

0% 20% 40% 60% 80%

利用する用事が特にないから

料金が高いから

電話での予約が面倒だから

利用の仕方が分からないから

他の交通手段のほうが便利だから

その他

無回答

全体(n=672)

満足 やや満足
どちらでも

ない
やや不満 不満 無回答全体(n=1,061)       凡例

4.9

2.6

5.4

5.4

5

2.9

14.9

10.2

12.9

13.4

12.2

13.3

33.9

32.5

36.1

35.8

35.9

37.3

6.4

12.3

4.7

5.4

5.9

6.5

1.5

3.6

1.8

1.2

1.9

1.5

38.4

38.8

39.1

38.8

39.1

38.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①配車依頼の迅速さ

②運賃

③目的地到着までの時間

④運転手の対応

⑤予約のしやすさ

⑥総合的な満足度

週に
５日以上

週に
３～４日

週に
１～２日

月に
２～３日

月に
１回程度

年に数回
程度

タクシーは
利用しない

その他 無回答

0.1% 0.1% 1.0% 1.6% 2.3% 24.5% 63.3% 0.6% 6.5%

　玉名中学校(n=391)  0.3% 0.0% 1.0% 2.6% 2.3% 31.5% 59.1% 0.3% 3.1%

　玉南中学校(n=111)  0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 2.7% 35.1% 51.4% 1.8% 7.2%

　玉陵中学校(n=114)  0.0% 0.0% 2.6% 2.6% 2.6% 15.8% 65.8% 0.0% 10.5%

　有明中学校(n=155)  0.0% 0.0% 0.6% 1.9% 3.9% 15.5% 67.1% 1.3% 9.7%

　岱明中学校(n=191)  0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 1.0% 19.9% 71.7% 0.5% 6.3%

　天水中学校(n=90)  0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 1.1% 18.9% 70.0% 0.0% 8.9%

全体(n=1,061)         

居
住
地
区
分
別
（

中
学
校
区
）
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⑥  乗合タクシー利用について 

 

 

 

○乗合タクシーの利用登録者は、全体の６．４％となっており、「乗合タクシーを知っているが利用登録をし

ていない」人が４８．４％、「乗合タクシーを知らない」人は３６．９％となっている。 

【乗合タクシーの利用登録と利用の状況】 

○乗合タクシーを利用しない理由は、「利用する用事が特にないから」が５９．５％で最も多く、次いで「他

の交通手段のほうが便利だから」が２４．３％となっている。 

【利用しない理由（複数回答）】 

○【満足・やや満足】の割合が多い項目は、「運賃」「運転手の対応」となっており、【不満・やや不満】の

割合が多い項目は、「運行区域」「運行便数」となっている。 

【乗合タクシーの満足度】  

≪POINT≫乗合タクシーを知らない人が約４割 

乗合タクシー利用では、運行区域、運行便数に不満が多い 

2.0

0.8

3.5

5.2

2.1

2.2

4.4

3.6

5.3

7.1

6.3

4.4

48.4

51.9

39.6

42.1

55.5

43.5

51.1

36.9

37.3

45.9

39.5

25.2

39.8

34.4

8.3

6.4

14.4

9.6

7.1

8.4

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)         

玉名中学校(n=391)

玉南中学校(n=111)

玉陵中学校(n=114)

有明中学校(n=155)

岱明中学校(n=191)

天水中学校(n=90) 

居
住
地
区
分
別
（
中
学
校
区
）

利用登録を

しており、

利用もしている

利用登録

しているが、

利用していない

乗合タクシーを

知っているが、

利用登録を

していない

乗合タクシー

を知らない
無回答凡例

59.5
1.1

10.7
1.6

3.9
3.0

5.7
24.3

5.5
10.9

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

利用する用事が特にないから
便数が少ないから

自分が好きな時間に乗車できないから
料金が高いから

区域外での乗降場所が限られるから
電話での予約が面倒だから

利用の仕方が分からないから
他の交通手段のほうが便利だから

住んでいる地区が乗合タクシーの区域外だから
その他
無回答

全体(n=560)

満足 やや満足
どちらでも

ない
やや不満 不満 無回答全体(n=581)    凡例

0.9

1.0

0.9

1.7

1.4

2.2

1.9

0.9

1.4

0.9

5.2

4.0

4.0

4.6

2.9

3.4

3.3

1.9

2.4

4.1

36.0 

37.5 

38.4 

41.1 

42.5 

42.9 

40.6 

40.8 

38.9 

40.4 

8.4

7.4

6.9

4.3

3.4

2.8

4.6

5.9

6.5

6.9

3.8

3.1

2.8

1.5

2.1

0.9

1.7

2.1

3.3

2.6

45.8 

47.0 

47.2 

46.6 

47.7 

47.8 

47.8 

48.5 

47.5 

45.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行区域

②運行便数

③運行時間帯

④運賃

⑤目的地に到着するまでの時間

⑥運転手の対応

⑦予約のしやすさ

⑧他の交通機関との乗り継ぎのしやすさ

⑨区域外の乗降場所（ＪＲ玉名駅等）

⑩総合的な満足度
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⑦  地域公共交通の方向性 

 

 

○公共交通全体の満足度は、【不満・やや不満】と回答した人が【満足・やや満足】と回答した人よりも

多くなっている。 

【玉名市の地域公共交通全体の総合的な満足度】 

 

○全体の７４．６％の人が、地域公共交通を「今よりも拡充」と回答している一方で、利用者の負担につい

ては「現状維持」と回答した人が多くなっている。 

【地域公共交通の維持・確保に関する考え】 

 

○今後の地域公共交通を使いやすくするための効果的な取組は、「行きたい場所を通るような運行経

路・区域の検討」が最も多く、その他「運行本数の増便や運行時間帯の拡大」「分かりやすい運行情

報の案内」「市内全域における鉄道、路線バス、乗合タクシー等の乗継ぎのしやすさの改善」「複数の

交通手段が接続するＪＲ玉名駅及び駅周辺の整備」で２割を超える回答となっている。 

【地域公共交通を使いやすくするために効果的だと思う取組（複数回答）】 

  

≪POINT≫ 市民の約３割が地域公共交通に不満 / 市民の約７割が地域公共交通の必要性を認識 

2.6

3.3

3.6

1.8

1.3

2.6

2.2

13.4

16.6

14.4

15.8

9.7

8.4

11.1

44.6

45.3

40.5

44.7

42.6

47.6

43.3

18.7

19.2

16.2

18.4

17.4

19.9

21.1

8.0

7.9

7.2

6.1

12.3

8.4

4.4

12.7

7.7

18.0

13.2

16.8

13.1

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)         

玉名中学校(n=391)

玉南中学校(n=111)

玉陵中学校(n=114)

有明中学校(n=155)

岱明中学校(n=191)

天水中学校(n=90) 

居
住
地
区
分
別
（
中
学
校
区
）

満足 やや満足
どちらでも

ない
やや不満 不満 無回答凡例

29.2

38.9

19.1

24.9

23.0

15.4

9.3

2.5

20.5

12.7

16.1

1.6

17.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運行本数の増便や運行時間帯の拡大

行きたい場所を通るような運行経路・区域の検討

分かりやすい運賃の設定（均一運賃等）

分かりやすい運行情報の案内（時刻表、マップ等）

市内全域における鉄道、路線バス、乗合タクシー等の乗継ぎのしやすさの改善

駅やバス停の待合環境（ベンチ、屋根の設置等）の改善

乗車しやすい車両の整備（車両のバリアフリー化等）

公共交通の体験乗車や乗り方教室の開催

複数の交通手段が接続するＪＲ玉名駅及び駅周辺の整備

住民同士が協力して乗り合わせる等、地域と協働した移動手段の確保の取組み

観光施設や商業施設と連携した公共交通割引チケットの発行等、割引サービス

その他

無回答

全体(n=1,061)

74.6 

51.0 

28.8 

14.3 

2.6

28.8

45.1

50.9

10.3

1.8

6.5

15.6

12.5

18.4

19.6

19.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通の必要性

公共交通サービスの水準

市の財政負担

利用者の負担

今よりも拡充 現状維持 今よりも縮小 無回答凡例全体(ｎ=1,061)
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2. 鉄道・路線バス利用者ニーズ調査 

（１） 鉄道利用者調査の調査概要 

鉄道利用に関する移動実態や利用者ニーズ、利用者の意向等の把握を目的として、鉄道利用者へ

アンケート調査を行いました。 

【調査概要表】 

対象者 ・市内の鉄道を利用している人 

主な調査項目 ・属性 

・運転免許の有無、自動車の所有状況 

・鉄道利用の目的・頻度 

・駅までの交通手段 

・運行サービスに対する満足度 

・具体的な改善点 

調査方法 ・調査員が駅利用者に直接ヒアリング 

[新玉名駅、玉名駅、大野下駅、肥後伊倉駅の４駅で調査] 

調査期間 令和５年７月１９日（水） 7：00～18：00 

回答数 ｎ＝４００ 

（新玉名駅１０５人、玉名駅１３６人、大野下駅７８人、肥後伊倉駅８１人） 

 

 

（２） 鉄道駅利用者調査の結果 

○鉄道駅利用者の運転免許所有率は、新玉名駅では「運転免許を持っている」と回答した人が９割以

上となっている一方で、ＪＲ鹿児島本線の３駅では約３割から４割程度となっている。 

【運転免許の有無】

  

95.2 

37.5 

42.3 

28.4 

4.8 

60.3 

57.7 

71.6 

0.7 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新玉名駅(n=105)

玉名駅(n=136)

大野下駅(n=78)

肥後伊倉駅(n=81)

ある ない 運転免許返納済み 無回答凡例全体(n=400)

≪POINT≫ 新玉名駅は通勤・観光、在来線３駅は通学の利用が多い / 鉄道利用者の不満は、運行本数 
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○鉄道の利用目的は、ＪＲ鹿児島本線の３駅では「通学」が最も多くなっており、日常的な移動に利用さ

れている一方で、新玉名駅では、「通勤」「観光」「その他」となっている。 

【利用の目的】 

 

○鉄道の利用頻度は、ＪＲ鹿児島本線の３駅では「通学利用」が多いことから、「週に５日以上」が最も多

く、様々な目的で利用されている新玉名駅での利用頻度は低い傾向にある。 

【利用頻度】 

 

○駅までの交通手段は、ＪＲ鹿児島本線の３駅で「自転車」の割合が約２５％となっている。また、玉名駅

では、「路線バス」を利用する割合が他の駅と比べて高くなっている。 

○新玉名駅においては、「自分で車を運転」「家族等の車での送迎」が７０．５％となっている。 

【駅までの交通手段】 

注）大野下駅、肥後伊倉駅の駅を通る路線バスは現在運行されていない。 

注）大野下駅で路線バスを選択している方は、別の駅まで路線バスを利用し、大野下駅で下車した方の回答。  

24.8 

65.4 

69.2 

70.4 

3.8 

11.8 

5.1 

11.1 

8.6 

4.4 

9.0 

3.7 

18.1 

4.4 

5.1 

4.9 

13.3 

5.1 

3.8 

3.7 

29.5

8.1

3.7

1.9

0.7

1.3

1.2

6.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新玉名駅(n=105)

玉名駅(n=136)

大野下駅(n=78)

肥後伊倉駅(n=81)

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に2～3日 月に1日 年に数回 その他 無回答凡例全体(n=400)

7.6

23.5

3.8

10.5

2.9

1.3

1.2

41.0

3.7

7.7

4.9

29.5

12.5

35.9

50.6

1.0

1.5

7.7

6.2

1.9

25.7

23.1

23.5

4.8

28.7

12.8

11.1

2.9

0.7

2.6

1.0

0.7

5.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新玉名駅(n=105)

玉名駅(n=136)

大野下駅(n=78)

肥後伊倉駅(n=81)

路線バス 乗合タクシー タクシー
自分で

車を運転

家族等の

車での送迎

バイク

・原付
自転車 徒歩 その他 無回答凡例全体(n=400)

27.6 

17.6 

14.1 

22.2 

4.8 

61.0 

61.5 

65.4 

1.9 

4.4 

5.1 

4.9 

2.9 

3.7 

3.8 

1.0 

1.2 

5.7

2.9

7.7

6.2

11.4

4.4

2.6

44.8

5.9

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新玉名駅(n=105)

玉名駅(n=136)

大野下駅(n=78)

肥後伊倉駅(n=81)

通勤 通学 買い物 通院 公共施設利用
遊び・趣味

・習い事
観光 その他 無回答凡例全体(n=400)
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○【満足・やや満足】の割合が多い項目は、「運行時間の正確さ」となっており、【不満・やや不満】の割

合が多いで項目は、「運行本数」となっている。 

【利用の満足度】 

 

【玉名市の鉄道の利用に関する意見・要望（自由記述の抜粋）】 

調査地点 

（駅名） 
年齢 性別 意見 

新玉名駅 ２０歳代 男性 コンビニがあると嬉しい。 

３０歳代 女性 公共交通機関を使うより、自家用車の方が便利。 

４０歳代 男性 お店がない。あれば待ち時間が便利になる。 

６０～６４歳 男性 
玉名駅の在来線の利便性をもっと上げてほしい。新幹線が

運行している時間帯は在来線とリンクする等してほしい。 

玉名駅 １０歳代 男性 乗務員の対応が素晴らしい。 

３０歳代 
男性 玉名駅から新玉名駅へのバス等の接続があまり良くない。 

女性 売店があると便利。 

６０～６４歳 女性 待合室がとても助かる。 

大野下駅 １０歳代 男性 本数が少ないので、３０分に１本は欲しい。 

５０歳代 男性 本数が多ければ良い。 

８０歳以上 男性 駅がなくなると困る。 

肥後伊倉駅 １０歳代 女性 １６時台が１本しか通っていないので少し不便。 

６５～６９歳 女性 バスが少なく、駅まで行く交通手段がないから困る。 

  

44.8

14.0

25.8

59.3

30.0

38.3

44.8

28.5

32.5

31.8

24.0

21.3

24.3

20.3

21.3

25.0

19.8

22.3

23.8

20.5

15.3

17.5

22.3

8.3

26.0

20.5

21.0

24.3

21.5

26.5

2.5

27.8

11.5

0.3

8.5

3.0

0.8

7.8

7.8

5.0

1.5

8.0

4.5

2.0

0.8

0.8

4.0

2.0

1.3

12.0

11.5

11.8

12.0

12.3

12.5

13.0

13.3

12.5

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行ルート（行き先等)

②運行本数

③運行時間帯

④運行時間の正確さ

⑤運賃

⑥時刻表・路線図等の運行情報についての案内

⑦乗務員・係員の対応

⑧他の交通機関との乗り継ぎのしやすさ

⑨駅の待合空間（屋根、ベンチ)

⑩駅周辺での駐車場の確保のしやすさ

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答凡例全体(n=400)
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（３） 路線バス利用者調査の調査概要 

路線バス利用に関する実際の状況や利用者ニーズ、利用者の意向等の把握を目的として、路線バス

利用者へアンケート調査を行いました。 

【調査概要表】 

対象者 ・市内の路線バスを利用している人 

主な調査項目 ・属性 

・運行サービスに対する満足度 

・具体的な改善点 

調査方法 ・路線バス利用者へのアンケート調査、OD 調査 

・調査員が路線バス利用者に直接アンケート票を配布し、回収 

調査期間 令和５年７月６日（木） 全路線・全便 

回答数 ｎ＝1,599 

（熊本植木線３０５人、玉名山鹿線１５５人、荒尾玉名線１７８人、河内熊本線４９８

人、玉名市街地循環線９４人、くまもと県北病院線２８人、九州看護福祉大学線 

３０４人、玉名南関線３７人） 

注）ＯＤ調査とは、Ｏは起点（Ｏrigin）、Ｄは終点（Ｄestination）を表し、どこで乗車しどこで降車したかについて調査すること。 

 

（４） 路線バス利用者調査の結果 

 

 

○路線バスの利用者の属性は、「玉名南関線」「玉名山鹿線」「荒尾玉名線」で「高校生」の利用が多く、

「九州看護福祉大学線」では「大学生」の利用、その他の路線では、「一般」の利用が多い。 

【利用者の属性】 

  

≪POINT≫ 一部の路線バスでは、利用が少ない / 路線バスでは、通勤・通学での利用が多い 

0.4

1.3

5.4

1.4

1.3

4.5

2.0

13.3

5.6

42.6

32.0

9.8

1.1

62.2

22.0

5.2

11.6

5.1

5.0

7.1

91.8

5.4

0.2

0.4

1.1

62.8

86.6

45.8

58.4

82.7

97.9

92.9

8.2

27.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,599)

熊本植木線(n=305)

玉名山鹿線(n=155)

荒尾玉名線(n=178)

河内熊本線(n=498)

玉名市街地循環線(n=94)

くまもと県北病院線(n=28)

九州看護福祉大学(n=304)

玉名南関線(n=37)

小学生 中学生 高校生 大学生
障がい者手帳

所有者
未就学 一般凡例
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○路線バスの利用者の年齢構成は、学生の利用が多い路線で「１０歳代」の利用が多くなっており、「玉

名市街地循環線」「くまもと県北病院線」では、「６０歳以上」の利用者が半数以上となっている。 

【利用者の年齢構成】 

 

○路線バスの利用の目的は、「くまもと県北病院線」で「通院」での利用が多くなっており、「植木熊本

線」「河内熊本線」では、「通勤」での利用者が多くなっている。 

【利用目的】 

 

○路線バスの利用頻度は、通勤・通学での利用が多い路線は、利用頻度が高く、通院利用が多い「くま

もと県北病院線」では、利用頻度は少ない。 

【利用頻度】  

33.0

15.2

51.9

40.5

3.2

66.3

73.0

13.5

9.4

12.3

4.6

12.3

7.4

17.9

28.4

5.5

8.1

4.5

4.6

8.1

6.4

3.6

0.3

6.6

11.4

6.5

7.5

7.1

7.4

10.7

1.0

7.9

10.8

5.8

10.4

8.9

11.7

7.1

1.7

10.8

5.9

10.8

2.6

4.0

8.7

4.3

1.0

4.2

6.4

1.3

2.9

6.5

6.4

7.1

2.7

7.0

6.4

3.9

9.8

10.5

13.8

14.3

6.9

9.4

4.5

9.8

6.1

19.1

14.3

0.7

8.1

9.4

12.1

6.5

5.8

12.7

20.2

25.0

0.7

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,581)

熊本植木線(n=297)

玉名山鹿線(n=154)

荒尾玉名線(n=173)

河内熊本線(n=495)

玉名市街地循環線(n=94)

くまもと県北病院線(n=28)

九州看護福祉大学(n=303)

玉名南関線(n=37)

1 0歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳80歳代以上凡例

51.9

45.9

66.2

44.8

40.5

34.4

17.9

80.7

62.2

17.5

19.7

13.1

19.8

20.8

17.2

10.7

12.5

10.8

12.0

13.4

5.5

14.0

15.5

21.5

14.3

3.4

16.2

8.9

12.8

4.8

9.9

11.4

12.9

10.7

2.4

3.9

3.8

2.1

3.5

6.1

3.2

21.4

5.4

5.7

4.5

8.3

8.1

5.7

10.8

25.0

1.0

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,533)

熊本植木線(n=290)

玉名山鹿線(n=145)

荒尾玉名線(n=172)

河内熊本線(n=472)

玉名市街地循環線(n=93)

くまもと県北病院線(n=28)

九州看護福祉大学(n=296)

玉名南関線(n=37)

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に2～3日 月に1日 年に数回凡例

24.7

38.6

22.7

18.3

34.2

17.6

21.4

5.0

8.1

37.0

13.8

53.9

38.3

16.9

2.2

7.1

92.4

67.6

13.1

14.8

9.1

16.0

19.1

23.1

1.0

8.1

10.2

12.8

5.8

12.6

11.7

19.8

57.1

0.3

2.7

2.3

0.6

0.6

4.1

6.6

3.6
0.3

13.5

0.4

1.0

0.4

1.1

5.2

8.7

1.3

5.1

6.0

14.3

0.7

2.7

6.7

8.1

6.5

9.1

7.6

15.4

10.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,572)

熊本植木線(n=298)

玉名山鹿線(n=154)

荒尾玉名線(n=175)

河内熊本線(n=486)

玉名市街地循環線(n=91)

くまもと県北病院線(n=28)

九州看護福祉大学(n=303)

玉名南関線(n=37)

通勤 通学 買い物 通院 公共施設利用 金融機関利用
遊び・趣味

習い事等
その他凡例

24.7

38.6

22.7

18.3

34.2

17.6

21.4

5.0

8.1

37.0

13.8

53.9

38.3

16.9

2.2

7.1

92.4

67.6

13.1

14.8

9.1

16.0

19.1

23.1

1.0

8.1

10.2

12.8

5.8

12.6

11.7

19.8

57.1

0.3

2.7

2.3

0.6

0.6

4.1

6.6

3.6
0.3

13.5

0.4

1.0

0.4

1.1

5.2

8.7

1.3

5.1

6.0

14.3

0.7

2.7

6.7

8.1

6.5

9.1

7.6

15.4

10.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,572)

熊本植木線(n=298)

玉名山鹿線(n=154)

荒尾玉名線(n=175)

河内熊本線(n=486)

玉名市街地循環線(n=91)

くまもと県北病院線(n=28)

九州看護福祉大学(n=303)

玉名南関線(n=37)

通勤 通学 買い物 通院 公共施設利用 金融機関利用
遊び・趣味

習い事等
その他凡例
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○【満足・やや満足】の割合が多い路線は、「玉名南関線」「玉名市街地循環線」となっており、【不満・

やや不満】の割合が多い路線は、「くまもと県北病院線」となっている。 

【利用の満足度】 

 

【参考：市民アンケートの結果から抜粋した、路線バス利用者の意見】 

居住地 

（旧小学校区） 
年齢 性別 玉名市の公共交通をより良くするための意見 

玉名町 

２０歳代 女性 
玉名市循環バスの時間をＪＲへの乗り換えがすぐにできるよ

うな時間にしてほしい。 

４０歳代 女性 

熊本市内、くまもと県北病院等の病院、南関方面や荒尾方

面のバスは減らさないでほしい。玉名と新玉名駅をつない

でほしい。多少の値上げや市民負担は、やむを得ない。 

７５～７９歳 

女性 玉名独自で、バスの日を設ける（無料）。 

女性 
多くの人が公共交通機関に慣れる為にまずは、月に１度、電

車通勤、バス通勤の日を設定して協力してもらう。 

築山 

４０歳代 男性 午後７時過ぎにバスが終わり不便。 

６０～６４歳 男性 市街地循環線を細分化して、目的地までほぼ直行できるバス。 

８０歳代 女性 

バスが１時間に１本しか出ないため、買い物して反対側のバ

ス停から乗るために３０分くらいのゆとりがほしいです。バス

は乗り換えなしが望ましい。 

八嘉 ５０歳代 男性 路線バスの本数が少ないため、本数を増やしてほしい。 

横島 １０歳代 女性 横島にも公共バスがほしい。 

小天 

４０歳代 男性 小天温泉で停まるバスを、天水支所前までにしてほしい。 

５０歳代 女性 
需要がないバス停は廃止し、時間短縮で本数を増やしてほ

しい。１時間に１本は少ないため、通勤、通学にとても不便。 

７０～７４歳 男性 天水支所～熊本、乗り換えなしで直行。 

  

39.7

42.2

26.6

46.4

43.1

56.7

17.9

32.0

31.4

26.8

29.6

20.9

24.7

24.9

22.2

21.4

31.3

40.0

16.8

15.2

24.5

15.1

16.7

11.1
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【各路線・便ごとの利用者数】 

 注）令和５年７月６日（木）に実施した路線バス利用者調査の結果より作成。 

注）１便当たり 21 人以上の利用があった便を赤色で記載。 

【参考：路線名ごとの起終点の一覧】 

 

  

○路線ごとに利用者数の差が大きく、「くまもと県北病院線」「玉名南関線」の利用者が少ない。 

○同じ路線でも、便ごとに利用者の偏りが大きい。 

方面

路線番号

上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り

1 便 18 18 3 1 35 26 23 17 9 13 6 10
2 便 17 47 5 4 12 26 20 27 31 4 5 3
3 便 23 23 2 2 14 27 14 21 8 5 3 8
4 便 18 18 2 3 26 17 25 2 13 5 3
5 便 47 23 1 18 10 24 8
6 便 36 16 14 11 3 14
7 便 31 14 16 17
8 便 15 20
9 便 10
10 便 5
合計 190人 159人 13人 10人 150人 169人 82人 65人 77人 57人 19人 24人

方面
路線番号

上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り

1 便 4 4 4 3 6 5 1 4 2 7 0 14 5 8 1 1
2 便 1 18 20 23 4 7 1 4 2 7 31 11 5 1 0
3 便 12 1 2 28 8 9 1 1 1 16 33 1 1
4 便 0 4 1 26 3 6 3 2 15 16 1 1
5 便 9 0 2 43 5 5 16 16 1
6 便 4 27 0 26 8 1 14 14
7 便 10 1 7 4 4 10 13
8 便 3 25 3 4 3 8 16
9 便 7 6 5 2 17 18
10 便 9 4 2 2 6 15
11 便 4 18 1 5 11 9
12 便 30 3 23 6
13 便 35 2 9 3
14 便 4 4 13
15 便 0 8 10
16 便 1 3
17 便 8 3
18 便 1 10
19 便 0 1
20 便 1
21 便 2
22 便 1
23 便 6
24 便 0
25 便 3
26 便 0
27 便 0
合計 43人 54人 154人 234人 50人 49人 3人 4人 10人 12人 175人 204人 16人 13人 5人 3人

市内完結

路線名

路線名

くまもと県北病院線
(市役所経由）

荒尾玉名線
玉名南関線

（北稜高校経由）
病院南関線九州看護福祉大学線 九州看護福祉大学線

右回り 左回り

くまもと県北病院線
（温泉経由）

熊本方面（河内経由）熊本方面（植木経由）

54 58

51 51

荒尾方面 南関方面

山鹿方面

玉名山鹿線
（米の岳経由）

A3-2 16-1 T2-2 T2-3

4 44 1 31 33市街地循環線

玉名桜町線 玉名植木線 小天桜町線 天水桜町線
玉名山鹿線

（東郷高野経由）

（人） 

路線名 起終点
玉名桜町線 玉名駅前～桜町バスターミナル
玉名植木線 玉名駅前～寺尾病院前（植木）
小天桜町線 小天温泉～桜町バスターミナル
天水桜町線 天水支所前～桜町バスターミナル
玉名山鹿線（東郷高野経由） 玉名駅前～山鹿バスセンター
玉名山鹿線（米の岳経由） 玉名駅前～山鹿バスセンター
九州看護福祉大学線 玉名駅前～新玉名駅
九州看護福祉大学線 玉名駅前～九州看護福祉大学
玉名市街地循環線（右回り） 玉名駅前発着
玉名市街地循環線（左回り） 玉名駅前発着
くまもと県北病院線 玉名駅前～玉名温泉～くまもと県北病院
くまもと県北病院線 玉名駅前～玉名市役所～くまもと県北病院
荒尾玉名線 玉名市役所前～荒尾バスセンター
玉名南関線（北稜高校経由） 玉名駅前～南関上町
病院南関線 くまもと県北病院発～南関上町

（人） 
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【玉名桜町線のバス停別乗降者数】 

 

 

【玉名桜町線の便別利用者数】 

 玉名駅前発～桜町バスターミナル行 桜町バスターミナル発～玉名駅前行 

 

  

○「玉名桜町線」は、熊本市内での乗降者数が多い。 

○「玉名桜町線」は、いずれの便も１０名以上に利用されている。 

〇桜町バスターミナル行は朝の利用が多く、玉名駅前行は夕方１５時以降の利用が多い。 
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熊本市内 

熊本市内 

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 5:50 6:58 18人
2 6:30 7:58 47人
3 7:14 8:44 23人
4 8:11 9:31 18人
5 9:35 10:51 23人
6 10:00 11:16 16人
7 12:15 13:31 14人

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 9:13 10:22 18人
2 11:30 12:39 17人
3 13:40 14:49 23人
4 14:13 15:22 18人
5 15:10 16:19 47人
6 16:15 17:25 36人
7 17:13 18:29 31人
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【玉名植木線のバス停別乗降者数】 

 

【玉名植木線の便別利用者数】 

 玉名駅前発～寺尾病院前（植木）行 寺尾病院前（植木）発～玉名駅前行 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「玉名植木線」の各バス停での乗降者数は、いずれのバス停も４人未満となっている。 

○「玉名植木線」の利用者数はいずれも５人以下となっている。 

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 8:40 9:22 1人
2 13:35 14:13 4人
3 15:10 15:48 2人
4 18:00 18:41 3人

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 7:30 8:09 3人
2 9:10 9:47 5人
3 10:50 11:27 2人
4 18:20 18:58 2人
5 19:00 19:33 1人
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【九州看護福祉大学線（玉名駅前～九州看護福祉大学）のバス停別乗降者数】 

 

【九州看護福祉大学線（玉名駅前～九州看護福祉大学）の便別利用者数】 

 玉名駅前発～九州看護福祉大学行 九州看護福祉大学発～玉名駅前行  

○「九州看護福祉大学線（玉名駅前～九州看護福祉大学」は、玉名駅前から九州看護福祉大学へ移

動する人が多い。 

○「九州看護福祉大学線（玉名駅前～九州看護福祉大学）」は、大学生が通学・帰宅する時間帯に利

用者が多い。 

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 7:54 7:59 3人
2 8:22 8:27 23人
3 8:38 8:43 28人
4 8:40 8:45 26人
5 8:40 8:45 43人
6 8:45 8:50 26人
7 9:14 9:19 7人
8 9:29 9:34 3人
9 9:49 9:54 6人

10 10:11 10:16 4人
11 10:31 10:36 18人
12 11:04 11:09 3人
13 11:25 11:30 2人
14 11:51 11:56 4人
15 12:28 12:33 8人
16 13:25 13:30 3人
17 13:59 14:04 3人
18 14:28 14:33 10人
19 14:44 14:49 1人
20 14:55 15:00 1人
21 15:24 15:29 2人
22 15:29 15:34 1人
23 16:02 16:07 6人
24 16:22 16:27 0人
25 16:39 16:44 3人
26 17:02 17:07 0人
27 18:28 18:33 0人

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数グラフ
1 12:01 12:10 4人
2 12:38 12:47 20人
3 13:37 13:46 2人
4 14:00 14:09 1人
5 14:21 14:30 2人
6 15:08 15:17 0人
7 15:35 15:44 1人
8 16:30 16:39 25人
9 16:34 16:43 7人

10 16:55 17:04 9人
11 17:41 17:50 4人
12 18:04 18:13 30人
13 18:05 18:14 35人
14 18:30 18:39 4人
15 18:39 18:48 0人
16 19:03 19:12 1人
17 19:30 19:39 8人
18 20:00 20:09 1人
19 21:30 21:39 0人
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【九州看護福祉大学線（玉名駅前～新玉名駅）のバス停別乗降者数】 

 

【九州看護福祉大学線（玉名駅前～新玉名駅）の便別利用者数】 

 玉名駅前発～新玉名駅行 新玉名駅発～玉名駅前行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「九州看護福祉大学線（玉名駅前～新玉名駅）」は、玉名駅前、九州看護福祉大学での乗降が多く、

その他、新玉名駅での乗降者数が５人程度となっている。 

○「九州看護福祉大学線（玉名駅前～新玉名駅）」は、新玉名駅行で１２：５６発の便が、玉名駅前行で

は１１：２０発の便が最も利用者が多い。 

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数グラフ
1 8:54 9:11 4人
2 10:26 10:43 1人
3 11:20 11:37 12人
4 12:40 12:57 0人
5 14:45 14:59 9人
6 15:58 16:15 4人
7 17:05 17:22 10人
8 20:40 20:52 3人

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 12:09 12:19 4人
2 12:56 13:09 18人
3 17:21 17:34 1人
4 18:06 18:19 4人
5 20:22 20:35 0人
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【荒尾玉名線のバス停別乗降者数】 

 

【荒尾玉名線の便別利用者数】 

 玉名市役所前発～荒尾バスセンター行 荒尾バスセンター発～玉名市役所前行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「荒尾玉名線」は、ゆめタウンシティモール、玉名駅前の停留所での乗降者数が多い。 

○「荒尾玉名線」は、荒尾バスセンター行で朝８時台、９時台の利用者が多く、玉名駅前行は１５時台の

便で利用者が多い。 

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数グラフ
1 7:15 8:04 14人
2 8:00 8:49 31人
3 9:15 10:04 33人
4 10:15 11:04 16人
5 11:15 12:04 16人
6 12:15 13:04 14人
7 13:15 14:04 13人
8 14:15 15:04 16人
9 15:15 16:04 18人

10 16:15 17:04 15人
11 17:15 18:04 9人
12 18:15 19:04 6人
13 19:35 20:24 3人

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数グラフ
1 6:15 7:04 0人
2 6:55 7:44 7人
3 7:20 8:09 16人
4 7:49 8:29 15人
5 8:15 9:04 16人
6 9:15 10:04 14人
7 10:15 11:04 10人
8 11:15 12:04 8人
9 12:15 13:04 17人

10 13:15 14:04 6人
11 14:15 15:04 11人
12 15:15 16:04 23人
13 16:15 17:04 9人
14 17:15 18:04 13人
15 18:15 19:04 10人
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43 

【玉名南関線（北稜高校経由）のバス停別乗降者数】 

  

【玉名南関線（北稜高校経由）の便別利用者数】 

 玉名駅前発～南関上町行 南関上町発～玉名駅前行 

  

 

 

 

 

  

○「玉名南関線（北稜高校経由）」は、市内では玉名駅前、玉名高校前、市外では小原（南関）、町営グ

ランド入口（南関町）で乗降者数が多い。 

○「玉名南関線（北稜高校経由）」は、いずれの便も利用者が５人以上となっている。 

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 16:49 17:28 8人
2 18:14 18:53 5人

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 6:30 7:13 5人
2 7:15 7:58 11人
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【病院南関線のバス停別乗降者数】 

 

【病院南関線の便別利用者数】 

 くまもと県北病院発～南関上町行 南関上町発～くまもと県北病院行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「病院南関線」は、いずれのバス停でも乗降者数は２人以下となっている。 

○「病院南関線」は、いずれの便も利用者数が１人以下となっている。 
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便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 7:45 8:23 1人
2 8:30 9:08 0人
3 12:00 12:38 1人
4 14:30 15:08 1人

便数 出発時刻 到着時刻 利用者数
1 8:30 9:07 1人
2 9:35 10:12 1人
3 13:00 13:37 1人
4 15:00 15:37 1人
5 17:37 18:14 1人
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3. 乗合タクシー利用登録者アンケート調査 

（１） 調査概要 

乗合タクシーの利用に関する現況や、移動実態、市民の意向の把握を目的として、乗合タクシーの利

用登録者へアンケート調査を行いました。 

【調査概要表】 

対象者 ・乗合タクシー利用登録者を対象  [運行区域ごとに２５０人を無作為抽出] 

主な調査項目 

・属性 

・運行サービスに対する満足度 

・具体的な改善点 

調査方法 ・郵送による配布・回収 

調査期間 
令和５年８月４日（金）～８月１８日（金） 

[８月３１日（木）までに返送されたものを集計対象とした] 

回答数 ・ｎ＝356、回収率３５．６％ 

内訳 

 属性 実数 割合 属性 実数 割合 

 

性 
別 

男性 １０６人 29.8％ 女性 ２１８人 61.2％ 

答えたくない １人 0.3％ 無回答 ３１人 8.7％ 

年 
齢 

１０歳代 ３人 0.8％ ２０歳代 ７人 2.0％ 

３０歳代 ９人 2.5％ ４０歳代 １０人 2.8％ 

５０歳代 １６人 4.5％ 60～６４歳 １６人 4.5％ 

６５～６９歳 ２５人 7.0％ 70～７４歳 ５７人 16.0％ 

７５～７９歳 ６８人 19.1％ ８０歳代 １３４人 37.6％ 

無回答 １１人 3.1％  

 

しおかぜタクシー ３５人 27.6％ いちごタクシー ２７人 21.3％ 

いだてんタクシー ３１人 24.4％ おれんじタクシー ２７人 21.3％ 

無回答 ７人 5.5％  

 

ある ２１３人 59.8％ ない ８８人 24.7％ 

運転免許返納済 ４３人 12.1％ 無回答 １２人 3.4％ 

  

自 
動 
車 
の 

運
転
免
許
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│

よ 
く 
利 
用 
す 
る 

乗 
合 
タ 
ク 
シ 
│ 

│
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（２） 調査結果について 

 

 

 

○乗合タクシーの登録理由は、「将来、利用する時が来ると思うから」が５０．０％で最も多い。 

【利用登録理由（複数回答）】 

 

○乗合タクシーを週に１日以上日常的に利用する人は、「おれんじタクシー」「しおかぜタクシー」で多く、

「いちごタクシー」「いだてんタクシー」では少ない。 

【乗合タクシーの利用頻度】 

 

○乗合タクシーの利用目的は、「通院」が４５．７％で最も多い。 

【乗合タクシーの利用目的】 

 

≪POINT≫ 乗合タクシー利用目的は、通院が約５割 

乗合タクシーの利用者は、運行時間帯に不満が多い 
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○乗合タクシーの乗降場所は、「玉名駅」が最も多く、次いで「各区域内での乗降場所」となっている。 

○乗合タクシー別にみると、「しおかぜタクシー」「いちごタクシー」では「玉名駅」が最も多く、「いだてんタ

クシー」では「文化センター」が最も多く、「おれんじタクシー」では「各区域内での乗降場所」が多くな

っている。 

○なお、「しおかぜタクシー」「いちごタクシー」「いだてんタクシー」は、市の中心部への移動利用が多い。 

【主な乗降場所】 

 

○乗合タクシーを利用しない理由は、「利用する用事が特にないから」が３７．３％で最も多く、次いで「区

域外での乗降場所が限られるから」が１７．７％となっている。（その他を除く） 

【乗合タクシーを利用していない理由（複数回答）】 
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区域外での乗降場所が限られるから

電話での予約が面倒だから

利用の仕方が分からないから

他の交通手段のほうが便利だから

住んでいる地区が乗合タクシーの区域外だから

その他

無回答

全体(n=209)
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○【満足・やや満足】の割合が多い項目は、「運賃」となっており、【不満・やや不満】の割合が多い項目

は「運行時間帯」となっている。 

【乗合タクシーの利用満足度】 

 

○利用したい時間帯は、すべての乗合タクシーにおいて「９～１０時発」が多くなっている。 

【利用したい時間帯の便（複数回答）】 

【現在の乗降場所以外で、今後利用したい場所】 

くまもと県北病院、ゆめマート、新玉名駅、玉名市役所、ダイレックス玉名中央店、 

マルエイ伊倉店、木葉駅、福祉センター、コスモス横島店 

注）３人以上から意見があったものを抜粋し、意見の多い順に記載。 

  

14.9

7.0

19.1

8.1

11.2

12.9

12.4

15.4

25.3

26.7

30.3

28.4

11.8

14.3

4.2

10.7

5.9

5.6

2.2

2.8

30.9

33.4

31.7

34.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①予約方法

②運行時間帯

③運賃

④総合的な満足度

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答全体(n=356)     凡例

7人
13人

16人
18人

7人
10人
10人
11人

6人
8人

7人
8人

-
5人

0人 10人 20人 30人

７時発
８時発
９時発
10時発
11時発
12時発
13時発
14時発
15時発
16時発
17時発
18時発
その他
無回答

しおかぜタクシー(n=35)

6人
5人

8人
8人

4人
5人

6人
5人

6人
-

6人
4人

1人
3人

0人 10人

７時発
８時発
９時発
10時発
11時発
12時発
13時発
14時発
15時発
16時発
17時発
18時発
その他
無回答

いちごタクシー(n=27)

-
3人

16人
17人

11人
7人

5人
6人

2人
4人

1人
2人

1人
-

0人 10人 20人 30人

７時発
８時発
９時発
10時発
11時発
12時発
13時発
14時発
15時発
16時発
17時発
18時発
その他
無回答

おれんじタクシー(n=27)

2人
8人

23人
12人

7人
9人
10人

7人
8人

5人
7人

6人
-
1人

0人 10人 20人 30人

７時発
８時発
９時発
10時発
11時発
12時発
13時発
14時発
15時発
16時発
17時発
18時発
その他
無回答

いだてんタクシー(n=31)
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【乗合タクシーに関する意見・要望（自由記述の抜粋）】 

乗合タクシー

利用の有無 
年齢 性別 意見 

利用したこと

がある ３０歳代 女性 

運行時間帯には、やや満足。しかし土日祝も希望。 

肥後伊倉駅から横島の自宅まで、いちごタクシーが利用で

きると嬉しい。また、新玉名駅まで利用できると有難い。 

６０～６４歳 女性 くまもと県北病院までの直行便をつくってほしい。 

６５～６９歳 女性 
近所の方はこの制度を知らない方も多く、知っていても理解

度が低い方もいる。区集会等で周知してもらいたい。 

７５～５９歳 

男性 
現在１時間おきの出発を３０分おきにしてもらえれば助か

る。 

女性 
料金が少し高くなってもいいので自宅からかかりつけの病

院までは難しいのか。 

８０歳代 女性 

くまもと県北病院に直行で行けるといい。 

料金が少し高くなったとしても、決まった場所だけでなく、降

りたい場所で降りられるようにしていただけると有難い。 

利用したこと

が無い ２０歳代 男性 

もっと買い物（食料品）で利用できる時間や運行ルートにす

るべき。今のままでは利用価値なし。 

新玉名駅行き・戻りがあると助かる。 

５０歳代 女性 土・日、利用できると助かります。 

６０～６４歳 男性 乗降場所が少ないと目的地まで遠い。 

７０～７４歳 

男性 

新玉名駅・くまもと県北病院も乗降場所指定に要望した

い。 

利用する方法の具体的な説明会を開催してはどうかと思い

ます。説明書は送付されるが理解しにくい。 

女性 
料金を特別安くしなくてもいいので、自由に行き来できるよ

うになれたら良い。 

７５～７９歳 無回答 
詳しい説明がなかったので、利用させてもらいたい気持ち

はあるが、自分にはどうしていいかわからない状態。 

８０歳代 女性 

送迎は自宅から目的地まででないと意味がない。 

乗降場所が少なすぎる。病院等、通院するにも１つもない。 

もっと年寄りがわかりやすく、使いやすさがないと使えない。 
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4. 交通事業者ヒアリング調査 

（１） 調査概要 

本市の地域公共交通について、交通事業者が抱えている課題や今後の展開等を把握することを目

的として、交通事業者アンケート調査及びヒアリング調査を行いました。 

 

【調査概要表】 

 

（２） 調査結果 

① 鉄道事業者 

 

 

  

調査方法 ・事前に調査票を送付し、郵送による回収（後日ヒアリング） 

調

査

項

目 

［鉄道・新幹線］ 

JR 九州 

・利用者の特性や運行上・経営上の問題点 

・利用促進策や観光施策の取組 

・事業者間や行政との連携に関する意見・要望 等 

［路線バス］ 

産交バス（株） 

・利用者の特性や運行上・経営上の問題点 

・利用促進策や観光施策の取組 

・バス利用者等から寄せられている 等 

［（一般・乗合）タクシー］ 

(有)高瀬合同タクシー 

玉名タクシー(有) 

(有)岱洋タクシー 

(有)アトム 

○一般タクシー事業 

・利用者の特性、運行状況、保有台数 

・経営上・運行上の問題点 

・一般タクシー利用者の要望、意見 等 

○乗合タクシー事業 

・利用者数、利用者の特性、運行状況 

・運行における問題点 

・運行区域の拡大可能性等、今後の展望 等 

事業者 内容（抜粋） 

鉄道事業者 ○運行上・経営上の問題点 

 「新玉名駅利用者が減少している⇒各駅停車しか停まらなくなる⇒利便性が下が

る⇒利用者がさらに減少する」、という負の連鎖になってしまっている。 

○利用促進・利便性向上・経営改善等のために行っていること 

 沿線自治体と連携しながら鉄道を活かした定住人口・交流人口の増加に向けた取

組を模索している。 

○市の施策や計画に提言・期待することや行政と協働で実施したいこと 

 新幹線で通勤・通学する人の補助を通した定住推進（新幹線定期券の補助制度の

対象範囲の拡大や期間延長）。 

○市内４駅の活用による活性化や利便性向上のための意見 

 新玉名駅第２駐車場への誘導及び情報周知が必要。 

≪POINT≫ 新玉名駅利用者が少ない 
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② 路線バス事業者 

 

 

 

③ 一般・乗合タクシー事業者 

 

 

事業者 内容（抜粋） 

路線バス事業者 ○近年の利用者層や動向の変化 

 くまもと県北病院線の利用者数が伸び悩んでいる。 

 南関・山鹿方面のバスは通学利用が多く、運行時間帯を調整してもよい。 

○運営上や経営上の問題点 

 乗務員の人員が不足している。 

○利用促進・利便性向上・経営改善等のために行っていること 

 バスの無料の日・乗車体験等のイベント、保育園や小学生への乗り方教室、乗務

員募集の横断幕設置、通学定期券補助事業の実施。 

○他の交通事業者との連携に関して求めたいこと、協力できること 

 利便性向上のため、乗継等を含めた他交通事業者との連携強化が必要。 

 新玉名駅との結節機能の強化。 

○市の施策や計画に提言・期待することや行政と協働で実施したいこと 

 玉名駅に待合施設の設置、市街地循環バスの見直し、新規ルートの検討。 

 病院利用、通学等で利用が集中する時間帯を踏まえた路線のあり方を見直す必

要がある。 

 将来的な自動運転※の導入等。 

事業者 内容（抜粋） 

タクシー事業者 

（4 社） 

○近年の利用者層や動向の変化 

≪一般タクシー≫ 

 一般タクシーの利用者が、乗合タクシーを利用するようになった。 

≪乗合タクシー≫ 

 利用者の大部分が固定客であり、高齢化している。 

○利用者等から寄せられている声 

≪乗合タクシー≫ 

 特定乗降場所※が決まった箇所のみであるため、不便という声がある。 

○運営上や経営上の問題点 

≪一般タクシー≫ 

 乗務員の不足、燃料費の高騰が問題。 

≪乗合タクシー≫ 

 制度の周知が十分でないことにより、運行時間の遅れ等がある。 

 運行区域によって利用者数に大きく差がある。 

○利用促進・利便性向上・経営改善等のために行っていること 

≪一般タクシー≫ 

 キャッシュレス決済※の導入やタブレット設置による配車業務の簡略化。 

 普通自動車第二種運転免許の取得費用補助。 

 

≪POINT≫路線バスの乗務員不足 

≪POINT≫ 一般・乗合タクシーの乗務員不足 
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事業者 内容（抜粋） 

○市の施策や計画に提言・期待することや行政と協働で実施したいこと 

≪共通≫ 

 一般タクシーと乗合タクシーの役割分担を明確化し、区別してもらいたい。 

 乗務員不足解消のサポート、免許返納を簡単に行える体制整備。 

≪一般タクシー≫ 

 一般タクシー事業を維持するための取組（乗合タクシーの予約で受けきれない

予約を一般タクシーへ誘導する等）。 

≪乗合タクシー≫ 

 利用者数に応じた運行区域ごとの運転台数・補助額の検討。 

 運賃の値上げと利用者数に合わせた運賃収入の検討。 

○その他 

≪共通≫ 

 乗合タクシーの利便性向上は必要だが、一方で、それにより一般タクシー事業が

衰退しては続けられないため、利便性と効率性のバランスをとることが必要。 

≪乗合タクシー≫ 

 運行区域の拡大等については慎重に進めてほしい。 
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5. 関連団体アンケート調査 

（１） 調査概要 

交通事業者のみならず、まちづくり全体として持続可能な交通体系を構築する必要があることから、

まちづくり関連団体からみた地域公共交通のあり方や協力・連携の可能性等を把握することを目的とし

て、関連団体アンケート調査を行いました。 

 

【調査概要表】 

 

（２） 調査結果 

 

 

  

調査対象 玉名商工会議所、玉名市商工会、玉名市高齢介護課、玉名観光協会、玉名市教育委員会 

調査方法 ・郵送による配布・回収 

調査項目 

・無料送迎等の施設利用者のサービス向上に向けた取り組み状況 

・福祉バス、外出支援サービス、スクールバス等の運行状況、利用者特性、利用状況 

・観光や商業等各者の視点からみたまちづくり、地域公共交通のあり方 

・公共交通と協力・連携した取組や事業の可能性、連携にあたっての課題 等 

事業者 内容（抜粋） 

商業分野 ○地域公共交通と連携した商業活性化のための取組・イベントや、その可能性 

 夏祭り等の際に、市外の来訪客から来場方法についての問い合わせが非常に多

く、臨時的に地域公共交通との連携の必要性を感じた。 

○来訪者や商業施設から玉名市の地域公共交通に関して寄せられている声 

 横島町・岱明町周辺にて、大野下駅・玉名駅からの交通手段がほしいという意見が

寄せられている。 

○玉名市の地域公共交通についての意見・要望 

 地域公共交通を利用した日常的な買い物をできるようにしてほしい。 

福祉分野 ○高齢者や障がい者等から地域公共交通について寄せられる声や感じている課題 

 福祉バスはもともと高齢者を温浴施設まで送迎することを目的としていたが、乗合

タクシーのエリア拡大等により、当初の目的が薄れている。 

 外出支援サービスの利用対象外の人で、地域公共交通機関を利用することも困難

な場合の移動支援・送迎サービスに課題がある。 

○地域公共交通と連携して取り組めることや、連携すべきと考えられること 

 福祉バスの改善。他の事業と連携して利用者増加を図る必要があり、福祉センター

等での介護予防事業との連動等が考えられる。 

 福祉バスの統廃合を行う場合、既存利用者の移動手段を確保するため乗合タクシ

ーの特定乗降場所の拡大が必要だと考えている。 

 外出支援サービスの運行管理・車両整備等に関して交通事業者との連携。 

○玉名市の地域公共交通についての意見・要望 

 乗合タクシーの運行が進み、公共交通空白地域がなくなりつつある状況にあるが、

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」（令和５年３月実施）では「交通手段の充

実」が必要とする者の割合が最も多く、当該状況とギャップが生じている。このギャッ

プの要因を究明し、その対策を講じる必要がある。 

≪POINT≫ 他分野との連携、MaaS※等の取組 
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観光分野 ○観光客の来訪特性 

 来訪者は、年末年始、夏休み、年度替わりの時期に多い。また、３～６月は花を目的とした

観光が多い。 

○観光を取り巻く現状や新型コロナウイルスの影響等の観点からの問題点・課題 

 地域外からの来訪手段としてはマイカー利用が圧倒的に多く、玉名駅・新玉名駅が

地域公共交通の拠点となっている。 

 鉄道駅から地域の観光施設までの二次交通※が非常に弱いことが当地域における

最大の課題となっている。 

○地域公共交通と連携した観光のための取組・イベントや、その可能性 

 今年度から E-bike（電動アシスト付き自転車）を導入し、社会実験的なマーケティ

ングを実施中であり、今後、地域公共交通と連携し、ＭａaS アプリの開発や市が進

める拠点整備と連動した「モビリティツーリズム※」を展開したい。 

○来訪者や観光施設等から玉名市の地域公共交通に関して寄せられている声 

 市が行っている各種交通サービスが市民に浸透していない。 

○玉名市の地域公共交通についての意見・要望 

 「モビリティツーリズム」をまちづくりの主要施策として、地域の交通利便性を高める

ことで、地域の潜在能力を活かしたい。 

教育分野 ○スクールバスにおける地域住民の混乗についての検討状況と懸念点・課題 

 現段階では検討していないが、今後、地域公共交通との連携における協議の中で、

必要性が生じた場合は検討を行う。 

○児童・生徒の学習と地域公共交通とが連携した取組・イベントの可能性 

 現段階で地域公共交通との連携は行っていないが、関係課とともに連携の必要性

の有無や利活用方法について協議を行っている。 
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6. 近隣自治体アンケート調査 

（１） 調査概要 

地域公共交通を維持するにあたっては、近隣市町村と足並みをそろえた連携が必要であることから、

地域間を跨ぐ交通軸の方向性や広域連携の可能性を把握することを目的として、近隣自治体アンケー

ト調査を行いました。 

 

【調査概要表】 

 

（２） 調査結果 

 

注）各自治体の意見を基に、同様の意見は取りまとめて記載。 

  

調査対象 ・熊本市、荒尾市、山鹿市、玉東町、南関町、長洲町、和水町 

調査方法 ・自治体担当者へメール送信・回収 

調査項目 

・他自治体の地域公共交通に関する課題及び取り組み状況 

・広域路線バスの利用状況の把握、見直しに係る各自治体の意向の把握 

・乗合タクシーの乗り入れ等、広域連携の可能性の把握 

内容（抜粋） 

○地域公共交通の課題 

 利用促進に向けた取組強化、利用環境の改善、利便性の向上 

 公共交通機関の結節強化 

 分かりやすい情報提供 

 乗務員の確保 

 交通不便地域の解消 

 財政負担の軽減 

 JR、路線バス、乗合タクシー等の利用者数の確保 

 JR の運行本数の不足、駅のバリアフリー※化への対応 

 持続可能な地域公共交通体系の構築 

 周辺自治体との連携による広域での移動サービスの確保 

 自家用車への依存解消 

 地域公共交通の考え方の浸透 

○広域連携の可能性、玉名市に求めること 

 デマンドタクシー※の共同運行等の検討 

 バス路線での均一運賃の導入の検討 

 公共交通利用転換を目指した通勤・通学定期券の導入の検討 

 路線バス利用促進のための施策・イベントの共同実施の検討 

 定住自立圏事業として、鉄道利用や駅周辺活性化に関する施策の検討 

 乗合タクシーの運行拡大 

 乗合タクシーの玉名市内への乗り入れ、乗継連携の検討 
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第5章  地域公共交通を取り巻く課題の整理 

前述した現況整理及び各種調査を踏まえて、本市の地域公共交通を取り巻く課題を整理します。 

現状・ニーズ 

第２章 玉名市の現状 第３章 地域公共交通の現状 第４章 市民及び利用者の移動ニーズ 

⚫ 人口減少、高齢化、少

子化の進行 

⚫ 通勤は流出超過 

⚫ 通学は流入超過 

⚫ 乗合タクシー運行区域の拡大 

⚫ 外出時に交通手段がなくて困る方は

14.3％ 

⚫ 乗合タクシー利用では、運行区域、運

行便数に不満が多い 

⚫ 市民の約３割が地域公共交通に不満 

⚫ 新玉名駅は通勤・観光、在来線３駅は

通学の利用が多い 

⚫ 鉄道利用者の不満は、運行本数 

⚫ 一部の路線バスでは、利用が少ない 

⚫ 路線バスでは、通勤・通学での利用が

多い 

⚫ 乗合タクシーの利用目的は、通院が約５割 

⚫ 乗合タクシーの利用者は、運行時間帯

に不満が多い 

⚫ 自家用車への依存度 

が高い 

⚫ 玉名駅利用者が多い 

⚫ 新玉名駅利用者が少ない 

⚫ 自家用車への依存が高い 

⚫ 運転免許証の保有率が高い 

⚫ 乗合タクシーを知らない人が約４割 

⚫ 市民の約７割が地域公共交通の必要性

を認識 

⚫ 鉄道利用では、駐車場、運行本数、乗

り継ぎに不満が多い 

⚫ 路線バス利用では、運行本数、待合空

間、運行時間帯に不満が多い 

⚫ 一般タクシー利用では、運賃に不満が

多い 

⚫ 新玉名駅利用者が少ない 

⚫ 市街地への人口集中 

⚫ 中心市街地と各支所周

辺に主要施設が立地 

⚫ 地域公共交通手段が豊富 

⚫ 新型コロナウイルス感染拡

大の影響による路線バス利

用者の減少 

⚫ 新型コロナウイルス感染拡

大の影響による一般タクシ

ー利用者の減少 

⚫ 実質財政負担額の増加 

⚫ 移動支援事業の実施 

⚫ 福祉バス利用者の減少 

⚫ 路線バスの乗務員不足 

⚫ 一般・乗合タクシーの乗務員不足 

⚫ 他分野との連携、MaaS 等の取組 
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 課題の整理 

 3 つの課題 詳細内容 

 
＜課題１＞ 

通学や通勤、通院等の 

様々なニーズ・生活場面に 

対応する、移動手段や 

交通ネットワークの確保 

本市は、人口減少が進み、少子化・高齢化の更なる進

行が予測される中、外出時に移動手段が無くて困る人が

１割超となっており、市民全体の約３割が公共交通に不満

を感じています。鉄道の在来線・路線バスでは通学利用、

乗合タクシーは通院利用が多い中で、鉄道の運行本数や

乗合タクシーの運行区域や便数、運行本数についての不

満がみられます。 

また、一部の路線バスでは利用者数に偏りがあり、高齢

者や若年層の移動手段を確保するためには、更なる利用

時間帯等のニーズへの対応や鉄道駅等からの移動の円

滑化等、ニーズに合わせた移動手段の確保が課題となっ

ています。 

 

＜課題２＞ 

既存公共交通の利用促進、

利便性向上、認知度向上 

本市は、自家用車への依存度や免許の保有率が高い

中で、新型コロナウイルス感染拡大等の影響により、公共

交通利用者は近年減少しています。鉄道利用においては

駅によって利用者数に偏りがあり、鉄道駅での乗り継ぎ

や、バスの待合環境に不満が見られます。また、約７割の

市民は公共交通の必要性を感じているものの、乗合タクシ

ーを知らない市民が約４割となっています。 

加えて、玉名駅周辺における乗り継ぎ利便性や待合環

境の改善、交通結節点※として異なる交通手段における相

互連携等、地域公共交通の利便性向上が課題となってい

ます。 

 

＜課題 3＞ 

多様な関係者や他分野と

の連携等による、効果的な

取組の推進 

本市は、中心市街地に人口が集中しており、中心市街

地と各支所周辺に主要な施設が立地しています。また、新

幹線駅や路線バス、乗合タクシー等の多様な地域公共交

通手段を有しています。 

また、移動支援事業の実施や福祉バスの運行等を行っ

ていますが、地域公共交通サービスの維持のための市の

財政負担は増加しているほか、路線バス・タクシー事業者

の乗務員不足も問題となっています。 

今後も地域公共交通を維持していくために、多様な関

係者や他分野等との連携や、MaaS 等の新たな技術の活

用研究、情報収集を進める必要があります。 
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利用促進及び認知度向上を図り、未来へつなぐ地域公共交通の実現 

多様な関係者等との連携による地域公共交通の確保・支援 

第6章  計画の基本理念・基本方針・計画目標 

1. 基本理念・基本方針・計画目標 

３つの課題を解決すべく、本計画の基本理念を以下に示します。 

 

誰もが利用しやすく、快適に移動ができる 

地域公共交通ネットワークの維持・形成 

 

 

≪基本方針≫ 

玉名市の様々な交通資源（鉄道、路線バス、一般タクシー、乗合タクシー等）を

効果的に活用しながら、まちづくり等の戦略と連携を図り、持続可能なものと

することで、年齢や居住地域等に関係なく、誰もが快適に外出・移動すること

ができる、一体的な交通環境づくりを進めます。 

 

 

≪計画目標≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １ 

 ２ 

 ３ 
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2. 地域公共交通の機能分担 

本市の地域公共交通ネットワークの方向性は、以下のとおり４段階に機能分担を図ります。 

これらの交通結節点としては、玉名駅等を位置づけ、既存の地域公共交通ネットワークを基本としな

がら、地域公共交通機関の相互連携により、市民や来訪者の移動手段として機能させることで、利便性

の向上と効率的な運行を目指します。 

 

【各交通手段の機能分担】 

区分 役割分担 地域公共交通システム 

広域交通 ○熊本市、荒尾市等の近隣自治体及び福岡方面

へ連絡し、地域の基幹となる路線 

○通勤・通学、買い物、観光等の多様な目的に対応 

JR 九州新幹線 

JR 鹿児島本線 

地域間交通 ○近隣自治体への連絡及び市内の基幹となる路線 

○通勤・通学、買い物、観光等の多様な目的に対応 

路線バス（熊本市、荒尾市等地

域間を結ぶ路線） 

地域内交通 ○広域交通・地域間交通に接続する路線 

○市内の各拠点間の連絡 

○地域の実情に合わせて通勤・通学、通院、買い

物、観光等の目的に対応 

路線バス（市街地循環線等） 

 

一般タクシー 

乗合タクシー 

補完交通 ○鉄道、バス交通等を補完し、主に高齢者等の移

動を担う路線 

○地域の実情に合わせて通学、通院、買い物等の

目的に対応 

新たな交通手段 

外出支援サービス 

 

民間送迎バス、スクールバス、地

域住民主体による交通手段 等 

交通結節点 ○上記交通システムの乗り継ぎ拠点となる鉄道駅

や、主な集客施設等における乗継ぎ環境機能を

強化 

玉名駅、新玉名駅 

 

 

【輸送力と移動区間との関係による各地域公共交通の位置づけ】 

 

  

地域 市域 広域 
移動区間 

 

地域公共交通システム 

地域間交通 

広域交通 

輸
送
力 

補完交通 

JR 九州新幹線 

JR 鹿児島本線 

 路線バス 
（熊本市、荒尾市等地域間を

結ぶ路線） 

地域内交通 

路線バス 
（市街地循環線等） 

 
一般タクシー 
乗合タクシー 

 新たな交通手段 
外出支援サービス 

民間送迎バス、スクールバス 
地域住民主体による 

交通手段等 
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3. 将来ネットワークイメージ 

本市の地域公共交通は、現在のネットワークを維持しつつ、以下に示すとおり機能分担を図りながら、

更なる利便性の向上を目指します。 

 

【将来ネットワークイメージ図】 
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【具体的な確保・維持策】 

位置づけ 地域公共交通システム 確保・維持策 

広域交通 

 

JR 九州新幹線 

JR 鹿児島本線 
交通事業者と協議の上、一定以上の運行

水準を確保。 

地域間交通 

 

路線バス（玉名植木線、玉名山鹿線、玉名

南関線、病院南関線） 

路線バス（玉名桜町線、小天桜町線、天水

桜町線、荒尾玉名線） 

地域公共交通確保維持改善事業※（幹線

補助）や県市町村補助を活用し持続可能

な運行を目指す。 

地域内交通 

 

 

路線バス（九州看護福祉大学線(玉名駅前～

九州看護福祉大学)、くまもと県北病院線） 

一般タクシー、乗合タクシー 

交通事業者と連携した取組により、一定以

上の需要を確保。 

路線バス（九州看護福祉大学線(玉名駅前

～新玉名駅)、玉名市街地循環線） 

地域公共交通確保維持改善事業（フィー

ダー補助）を活用し持続可能な運行を目

指す。 

補完交通 
新たな交通手段 

外出支援サービス 

地域住民、交通事業者と協議の上、利用ニ

ーズに応じた運行水準を確保。 
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4. 評価指標の設定 

計画目標に応じた評価指標と目標値を以下のとおり設定します。 

なお、評価指標の目標値は、今後、人口減少・高齢化の進行が見込まれることを踏まえ、設定しています。 

【評価指標と目標値の設定】 

計画目標 評価指標 定義 
現況値 

令和４年度 
目標値 

令和１０年度 

① 既存の地域公共交通を基本とし、持続可能で移動ニーズに即したネットワークの形成 

 
収支率 

・路線バスの収支率 

・乗合タクシーの収支率 

34.0％ 

9.0％ 

36.1％以上 

18.9％以上 

・路線バスの収支率は、補助対象路線について、新型コロナ感染症拡大前の令和元年度の数値を目安と

し、更なる利用促進を想定し設定。数値は玉名市統計データ（経常収入/経常費用）から毎年整理する。 

・乗合タクシーの収支率は、新型コロナ感染症拡大前の令和元年度の数値(みかんタクシーを除く)を目

安とし、更なる利用促進を想定し設定。玉名市統計データ（利用料金/市の支出）から毎年整理する。 

財政負担額 
・路線バスと乗合タクシーの運行

に係る市の実質財政負担額 
１１７，９４２千円 １１７，９４２千円 

・実質財政負担額は、移動サービスの維持と利用促進を図ることで財政負担の効率化を図りつ

つ、現状負担額を維持する。数値は玉名市統計データから毎年整理する。 

玉名市地域公共交通全

体の総合的な満足度 

・市民アンケートにおける玉名市

地域公共交通全体の【満足・や

や満足】と回答した割合 
16.0％ 20.0％以上 

・満足度については、市民の 20.0%以上が公共交通に満足している状況を目指し設定。数値は

市民アンケート調査において評価する。 

外出時に交通手段がなく

て困ることがあると回答し

た人の割合 

・市民アンケートにおける外出時

に交通手段がなくて【困ること

がある】と回答した割合 
14.3％ 10.0％以下 

・外出時に交通手段がなくて困ることがあると回答した人の割合が市民の 10.0%以下となるこ

とを目指し設定。数値は市民アンケート調査において評価する。 

② 利用促進及び認知度向上を図り、未来へつなぐ地域公共交通の実現 

 
地域公共交通利用者数 

・鉄道駅の乗車人員 

・路線バス利用者数 

・乗合タクシー利用者数 

２，８３８人/日 

４８６千人/年 

12,440 人/年 

3,652 人/日 

547 千人/年 

１８，５００人/年 

・鉄道駅の乗車人員は、新型コロナ感染症拡大前の令和元年度の数値を目標として設定。数値

は JR 九州公表資料から毎年整理する。（肥後伊倉駅は公表データなし） 

・路線バス利用者数は、令和３年から４年にかけて約４％回復していることや、路線の廃止状況を

ふまえ、年２％上昇を目標として設定。数値は玉名市統計データから毎年整理する。 

・乗合タクシー利用者数は、新型コロナ感染症拡大前の令和元年度の数値(みかんタクシーを除

く)を目標として設定。数値は玉名市統計データから毎年整理する。 

乗合タクシーの認知度 
・市民アンケートにおける【乗合タク

シーを知らない】と回答した割合 
３６．９％ 20.0%以下 

・乗合タクシーを知らないと回答した人の割合が市民の２0.0%以下となることを目指し設定。数

値は市民アンケート調査において評価する。 

③ 多様な関係者等との連携による地域公共交通の確保・支援 

 他分野との連携 ・観光や商業・教育等と連携した取組 － １件以上 

・他分野との連携の取組について、１件以上大学・高校や企業、商業施設等と連携した利用促進

事業を実施することを目指し設定。数値は実際の実績より整理する。 

新たな移動手段の導入可

能性の検討 

・地域住民主体での運営する地

域公共交通等、新たな交通手

段の導入検討事例 

－ １地域以上 

・新たな交通手段の導入について、１地域以上検討していく事を目指し設定。数値は検討実績より整理する。 
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第7章  実施事業 

1. 計画目標を踏まえた実施事業一覧 

３つの計画目標を達成するために、以下の事業を実施します。 

 

【計画目標】 

 既存の地域公共交通を基本とし、持続可能で移動ニーズに即したネットワークの形成 

 

 利用促進及び認知度向上を図り、未来へつなぐ地域公共交通の実現 

 

 
多様な関係者等との連携による地域公共交通の確保・支援 

 

 

 

【実施事業一覧】 

事業内容 

【事業１】≪鉄道≫に関する実施事業 

1. 玉名駅の利便性向上に向けた機能整備 

2. 新玉名駅の利用促進に向けた取組の検討 

【事業２】≪路線バス≫に関する実施事業 

1. 近隣自治体との連携による既存バスの運行・維持・改善 

2. 玉名市街地循環線等の地域内交通の利便性向上に向けた再編 

3. バスの利用環境の改善 

4. 高校生・大学生の通学に対する支援 

【事業３】≪一般タクシー≫に関する実施事業 

1. 一般タクシーの運行・維持・改善 

【事業４】≪乗合タクシー≫に関する実施事業 

1. 乗合タクシーの運行・維持・改善 

2. 認知度向上のための説明会の実施 

【事業５】≪玉名市地域公共交通全体≫に関する実施事業 

1. わかりやすい情報の発信 

2. 地域公共交通を身近に感じるための体験・機会の創出 

3. 市内に立地する高校・大学や商業施設等と連携した利用促進・利便性向上の取組 

4. 外出支援サービス及び福祉バスの継続 

5. 地域住民主体による新たな交通手段について支援 

6. 先端技術の活用に向けた研究 
 
  

３ 

２ 

１ 
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【計画目標と実施事業の関係性、実施工程】 

 

事業内容 

 

計画目標① 
既存の地域公共交通
を基本とし、持続可能
で移動ニーズに即した

ネットワークの形成 

計画目標② 
利用促進及び認知
度向上を図り、未来
へつなぐ地域公共交

通の実現 

計画目標③ 
多様な関係者等との
連携による地域公共
交通の確保・支援 

【事業１】≪鉄道≫に関する実施事業 

1. 玉名駅の利便性向上に向け

た機能整備 
● 

 
 

 

 

 

2. 新玉名駅の利用促進に向け

た取組の検討 
 ●  

【事業２】≪路線バス≫に関する実施事業 

1. 近隣自治体との連携による

既存バスの運行・維持・改善 
● ●  

2. 玉名市街地循環線等の地域

内交通の利便性向上に向け

た再編 

● ●  

3. バスの利用環境の改善 ● ●  

4. 高校生・大学生の通学に対す

る支援 
 ● ● 

【事業３】≪一般タクシー≫に関する実施事業 

1. 一般タクシーの運行・維持・

改善 
● ●  

【事業４】≪乗合タクシー≫に関する実施事業 

1. 乗合タクシーの運行・維持・

改善 
● 

 

  

2. 認知度向上のための説明会

の実施 
 ●  

【事業５】≪玉名市地域公共交通全体≫に関する実施事業 

1. わかりやすい情報の発信 ● ● ● 

2. 地域公共交通を身近に感じ

るための体験・機会の創出 
 ● ● 

3. 市内に立地する高校・大学や

商業施設等と連携した利用

促進・利便性向上の取組 

 ● ● 

4. 外出支援サービス及び福祉

バスの継続 
●  ● 

5. 地域住民主体による新たな

交通手段について支援 
● 

 

 
● 

6. 先端技術の活用に向けた研

究 
● ● ● 
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実施主体 

 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

 

 
玉名市 
交通事業者 
 

     

玉名市 
鉄道事業者 
観光事業者 

     

 
玉名市 
バス事業者 
近隣自治体 

 
    

 
玉名市 
バス事業者 
 

     

 
玉名市 
バス事業者 
 

 

 

 

 

   

 

玉名市 
近隣自治体 
バス事業者 

     

 

玉名市 

タクシー事業者 
 

    

 

玉名市 

タクシー事業者 
     

玉名市      

 

玉名市 
交通事業者 

     

玉名市 
近隣自治体 
バス事業者 

    
 

玉名市 
バス事業者 
関連事業者 

 
    

玉名市      

玉名市 

市民 
     

玉名市 

交通事業者 
     

整備実施 

検討・協議 利用促進事業の実施 

実施 

実施 検討・協議 

検討・協議 

実施 検討・協議 

実施 

検討・協議・適宜見直し 

実施 

検討・協議 

検討・協議・適宜実施 

検討・協議・適宜実施 

実施 

実施 

検討・協議 適宜実施 

調査・研究 

検討・協議 
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2. 実施事業の内容 

各事業の具体的な内容について、以下に記載します。  

事業１ ≪鉄道≫に関する実施事業 
 

内容 1. 玉名駅の利便性向上に向けた機能整備 

玉名駅は、鉄道・路線バス・一般タクシー・乗合タクシー・自家用車・自転車等、様々な

交通手段が接続する市の重要な交通結節点であり、通勤通学者を中心に多くの方に利

用されています。 

より利用しやすくするために、関係機関と協議し、乗継利便性の向上や待合環境整備

の改善を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、交通事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．玉名駅の利便性向上に向け

た機能整備 

 

 

 

 

    

  

整備実施 

【事例】福岡県筑後市/ＪＲ羽犬塚駅周辺地区整備事業 

・ＪＲ羽犬塚駅は新幹線の敷設に伴い２００９年に駅舎を新築し、ロータリー整備が行わ

れ、ロータリー内にはタクシー乗り場、バス停が設置されていますが、朝夕には送迎の

ための自家用車がロータリー内に停車し、時には路線バスの運行を妨げている。 

・そこで、ロータリーの再整備や賑わい広場の形成により、利便性を向上させるよう取組

を進めている。 

▼ＪＲ羽犬塚駅の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）ＪＲ羽犬塚駅周辺地区まちづくりビジョン 

 

検討・協議 
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内容 2. 新玉名駅の利用促進に向けた取組の検討 

新玉名駅は市の玄関口であることから、市外へのＰＲ強化や観光分野と連携し、利用

客の増加につなげるための仕組みを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、鉄道事業者、観光事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

２．新玉名駅の利用促進に向け

た取組の検討 

     

  

検討・協議 利用促進事業の実施 

【実績】新玉名駅における取組 

・令和５年４月より「Ｅ－ｂｉｋｅレンタル」を実施 

（一社）玉名観光協会では、車では行けない場所・見えない景色・感じない空気を、ス

トレスフリーかつ開放的なアクティビティで、みなさまに楽しんでいただきたいという想

いを込めて、Ｅ－ｂｉｋｅレンタルを開始。また、このＥ－ｂｉｋｅを活用いただくことで、CO２の

削減等の世界が掲げる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた取組を推進し

ている。 

 

 

 

 

 

 

（出典）たまララＨＰ 
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事業２ ≪路線バス≫に関する実施事業 
 

内容 1. 近隣自治体との連携による既存バスの運行・維持・改善 

近隣自治体への連絡及び市内

幹線軸となる路線バスについては、

市民の移動、近隣自治体からの流

入及び来訪者の重要な移動手段

として、利用ニーズに応じた路線・

運行時間の見直しを検討し、利用

促進策を講じながら路線を維持し

ていきます。 

また、玉名桜町線、小天桜町線、

天水桜町線、荒尾玉名線について

は、近隣自治体と連携し、国の地域

間幹線系統補助金の活用を継続

して申請します。 

さらに、乗務員の確保に向けて、

市とバス事業者と連携し、市ホーム

ページにおいても乗務員の募集に

関する情報発信等を実施します。 

実施主体 玉名市、バス事業者、近隣自治体 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．近隣自治体との連携による

既存バスの運行・維持・改善 

     

 

■地域間幹線系統補助系統に係る概要整理 

系統名 起点 経由地 終点 
事業許
可区分 

運行態様 
実施
主体 

補助事業
の活用 

路
線
バ
ス 

⑴玉名桜町線 玉名駅前 寺尾病院前 

桜町 BT 
４条乗合 

路線定期
運行 

産交
バス 

幹線補助 
⑵小天桜町線 小天温泉 

熊本駅前 
⑶天水桜町線 天水支所前 

⑷荒尾玉名線 玉名市役所前 
荒尾市民 
病院前 

荒尾 BC 
  

■地域間幹線系統補助系統-該当路線図 

実施 
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内容 2. 玉名市街地循環線等の地域内交通の利便性向上に向けた再編 

地域内交通を維持していくには、

利便性の向上に向けた再編が必

要であるため、利用ニーズに合って

いない路線や運行時間の状況を分

析し、利用者や交通事業者の意見

を踏まえ、望ましい路線のあり方を

検討します。 

鉄道駅や市街地内に立地する九

州看護福祉大学、玉名市役所等を

周遊する路線である九州看護福祉

大学線(玉名駅前～新玉名駅)、玉

名市街地循環線については、国の

地域内フィーダー補助系統補助金

の活用を継続して申請します。 

 

実施主体 玉名市、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

２．玉名市街地循環線等の地

域内交通の利便性・回遊性

向上に向けた再編 

     

 

■地域内フィーダー補助系統に係る概要整理 

系統名 起点 経由地 終点 
事業許
可区分 

運行態様 
実施
主体 

補助事業
の活用 

路
線
バ
ス 

⑴九州看護福
祉大学線 

玉名駅前 
九州看護福

祉大学 
新玉名駅 

４条乗合 
路線定期

運行 
産交
バス 

フィーダー
補助 ⑵玉名市街地

循環線 
（右回り・左回り） 

玉名駅前 
玉名市役所

前 
玉名駅前 

  

■地域内フィーダー補助系統-該当路線図 

実施 
検討 

協議 
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内容 3. バスの利用環境の改善 

交通結節点である玉名駅を中心に待合環境の改善を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

３．バスの利用環境の改善 

 

 

 

 

    

 

内容 4. 高校生・大学生の通学に対する支援 

近隣自治体等と連携した通学定期券補助等について検討し、公共交通の利用促進を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、近隣自治体、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

４．高校生・大学生の通学に対

する支援 

     

【事例】神奈川県松田町/空き店舗を活用した待合所の設置 

・松田町では、バス利用者の待合スペースの無い、小田急線新松田駅北口及びＪＲ御

殿場線松田駅南口において、空き店舗を活用した待合スペース「おもてなし・お休み

処 つむＧＯ」を整備している。 

・「おもてなし・お休み処 つむＧＯ」は、バスや電車などの待ち時間に誰でも利用するこ

とができる待合所であり、帰宅途中の学生など幅広く利用されている。 

 

 

 

 

 

（出典）広報まつだ平成３０年４月号 

【事例】荒尾市/高校生を対象とした通学における公共交通の利用促進 

・荒尾市では現在、近隣自治体と連携して、マイカーでの送迎による通学から、公共交

通利用への転換を目指し、新たな定期券の導入に向けた検討を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）荒尾市地域公共交通計画 

検討・協議 

検討 

協議 
実施 

実施 
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事業３ ≪一般タクシー≫に関する実施事業 
 

内容 1. 一般タクシーの運行・維持・改善 

一般タクシーの運行を維持するため、公共交通マップへの情報掲載に加え、市ホーム

ページへの掲載を実施します。また、乗務員確保に向けた情報発信についても、市とタク

シー事業者が連携して取り組みます。 

実施主体 玉名市、タクシー事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．一般タクシーの運行・維持・

改善 

     

 

事業４ ≪乗合タクシー≫に関する実施事業 
 

内容 1. 乗合タクシーの運行・維持・改善 

これまでの利用状況から、利用ニーズや運行実績をもとに、運行時間帯や便数等を検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、タクシー事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．乗合タクシーの運行・維持・

改善 

     

 

  

【実績】乗合タクシーの増便の検討 

本計画策定のために実施した、乗合タクシー利用登録者アンケートの結果や運行実績

を踏まえ、下表のとおり令和６年４月から、便数を増やして運行する予定としている。

（◎印が拡充予定の便） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

検討・協議・適宜見直し 

出発時間 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

しおかぜタクシー ● ● ● ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ◎ ●

いちごタクシー ● ● ● ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ◎ ●

いだてんタクシー ◎ ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ◎ ◎

おれんじタクシー ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ◎ ◎

出発時間 8時 10時 12時 14時

しおかぜタクシー ● ● ● ●

いちごタクシー ● ● ● ●

いだてんタクシー ◎ ◎ ◎ ◎

おれんじタクシー ◎ ◎ ◎ ◎

平日

土日祝
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内容 2. 認知度向上のための説明会の実施 

乗合タクシーの認知度向上及び利用促進を図るため、地域での活動等に出向き、乗り

方について説明を行います。また、他の公共交通機関についても周知を図り、公共交通

全体の利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

2．認知度向上のための説明会

の実施 

     

 

事業５ ≪玉名市地域公共交通全体≫に関する実施事業 
 

内容 1. わかりやすい情報の発信 

公共交通マップ・時刻表の作成やインターネットを活用し、わかりやすい情報の発信を

図ります。また、効果的な情報の発信として、デジタルサイネージ※等の導入を検討し、情

報の「見える化」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、交通事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．わかりやすい情報の発信 
     

  

【事例】福岡県嘉麻市/新たな公共交通の整備におけ

る出前講座 

・公共交通計画の記載内容や地域交通体系に係る具

体的な説明を求める団体に対して、出前講座を実施。 

・講座内容は、公共交通の現状・問題点・課題、公共交

通に関する今後の方向性等について周知。 

・５人以上が集まる団体を対象として実施。 

（出典）嘉麻市 HP 

実施 

【実績】公共交通マップ 

・本市に存在する鉄道・路

線バス・一般タクシー・乗

合タクシーに関する情報

を一元化して記載。 

・市役所窓口等で配布し

ている。 

 

 

 

 
 

（出典）玉名市 

検討・実施 
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内容 2. 地域公共交通を身近に感じるための体験・機会の創出 

市のイベントや地域活動、学校と連携し、路線バスを身近に感じてもらうための乗り方

教室を開催します。 

また、自家用車の利用から、環境負荷の少ない公共交通への転換を促すため、市街地

循環線等において「無料の日」を実施します。 

さらに、熊本市等と協働した、広域連携による乗車無料の日の実施を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、近隣自治体、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

2．地域公共交通を身近に感じ

るための体験・機会の創出 

     

   

【事例】熊本市/バス・電車無料の日 

・公共交通を利用する“きっかけ”をつくるとともに、市内の交通渋滞の軽減を図ることを

目的とし、『バス・電車無料の日』を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）熊本市 HP 

検討・協議・適宜実施 

【事例】天草市・産交バス㈱/乗り方教室の開催 

・普段は主に自家用車やスクールバスで移

動している離島の児童たちに、公共交通機

関に興味を持ってもらうこと、また、本土に出

たときのためにバスの利用方法を教えてお

くことを目的として、児童クラブの１～３年生

を対象とした乗り方教室を開催。 

（出典）天草市 HP 



 

74 

内容 3. 市内に立地する高校・大学や商業施設等と連携した利用促進・利便性向上の取組 

高校進学フェアでは、公共交通機関を利用した通学方法等について案内し、高校入

学説明会では、バス定期券の出張販売を実施します。 

九州看護福祉大学線については、学生の利便性向上を図るため、大学、バス事業者、

市の３者協議を継続して実施します。 

また、バス路線の沿線上に立地している集客施設等と連携し、利用促進・利便性向上

の取組について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、バス事業者、関連事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 

年度 
令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

3．市内に立地する高校・大学

や企業、商業施設等と連携

した利用促進・利便性向上

の取組 

     

 

内容 4. 外出支援サービス及び福祉バスの継続 

本市では、60 歳以上で要介護４又は要介護５の人や、ひとり暮らしの高齢者で外出に

際し自らの交通手段を持たない人等を対象に、自家用有償旅客運送（福祉有償運送）

により外出支援サービス事業を実施しています。他人の介助によらずに移動することが困

難で、かつ、単独でタクシー等の公共交通機関を利用することが困難な要介護者等の輸

送を担う事業であるため今後も引き続き実施していきます。 

また、福祉バスについては、高齢者の交通手段の確保を図り社会参加を推進するた

め、無料で特定の乗降場所から市内公共温泉施設等６か所への送迎を行っていますが、

今後は、既存の介護予防活動等と組み合わせを行う等他の事業と連携し事業を継続し

ていきます。 

実施主体 玉名市 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

４．外出支援サービス及び福祉

バスの継続 

     

  

実施 

【実績】玉名市 

・公共交通機関を活用することで、市

内５つの高校へ通学できることをＰＲ

するため、各校の登校時間と下校時

間に合わせて、路線バスと電車の乗

継や運賃、運行時間等について案

内している。 

 

 

 

（出典）玉名市 

検討・協議・適宜実施 
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内容 5. 地域住民主体による新たな交通手段について支援 

地域の課題解決に向け、地域住民による新たな交通手段の導入検討や運営の仕組

みづくりについて支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、市民 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

５．地域住民主体による新たな

交通手段の導入検討 

     

 

内容 6. 先端技術の活用に向けた研究 

AI を活用したサービスや MaaS の活用について、他自治体の事例を参考にしながら、

調査・研究を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、交通事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

６．先端技術の活用に向けた研

究 

     

 
 

  

【事例】熊本県ＭａａＳ推進交通事業者連絡会/ ｍｙ ｒｏｕｔｅ 

・２０２３年１月より、トヨタファイナンシャルサ

ービス㈱が提供するマルチモーダルモビリ

ティサービス「my route」を活用した熊本

県内での ＭａａＳ のサービスを開始。 

・熊本県内各地域への周遊促進による県全

体の経済活性化や、地域交通の利便性向

上、交通課題の解決に取り組んでいる。 

【委員長】九州産交バス㈱、九州旅客鉄道㈱ 

【副委員長】㈱ＴａＫｕＲｏｏ、熊本市交通局、ユナイテッド熊本㈱ 

【委員】産交バス㈱、熊本都市バス㈱、熊本バス㈱ 他９社 

（出典）ユナイテッドトヨタ熊本㈱ 

【事例】高知県須崎市/地域住民主体による取組 

・久通地区は、近隣のスーパーや病院までは約１０㎞、

車で３０分程度かかり、日常生活には車が欠かせな

い地区。 

・市営バス等の公共交通機関が運行していない久通

地区では、市所有のワゴン車を貸与し、買い物や通院 

のために週３回地元で運行中。              （出典）須崎市地域公共交通計画 

検討・協議 適宜実施 

調査・研究 
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第8章  計画の達成状況の評価 

1. 進行管理の体制 

市民や来訪者の移動を確保する公共交通

を、魅力的かつ利便性の高いサービスとして

いくために、市民、交通事業者、行政が一丸と

なって取り組み、玉名市地域公共交通会議に

おいて計画の進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ＰＤＣＡサイクルによる推進 

本計画の推進にあたっては、地域公共交通を取り巻く環境の変化に対して、事業等の評価・検証を

継続的に行い、状況に応じて見直しを図る必要があります。 

評価・検証については、「Ｐ（Ｐｌａｎ/計画）」→「Ｄ（Ｄｏ/実行）」→「Ｃ（Ｃｈｅｃｋ/評価）」→「Ａ（Ａｃｔｉｏｎ

/改善）といった、「PDCA サイクル」の仕組みにより進行管理を実施し、目標達成の状況把握や事業の

見直し・改善を行うこととします。 

 

●事業実施状況の評価（年度毎に実施） 

当該年度に実施した事業の評価を実施する。 

●目標達成度の評価（計画期間最終年度に実施） 

計画に掲げる目標値との比較により、計画目標及び事業の達成状況を検証する。 

 

■PDCA サイクルの概要 

項目 事業実施状況の評価 目標達成度の評価 

P Plan/計画 
各路線等の運行計画の策定 

各種事業の検討 
玉名市地域公共交通計画の策定 

D Do/実行 
持続可能な地域公共交通体系の構築 

各種事業の実施 
計画に掲げる各種事業の実施 

C Check/評価 
運行・利用状況の評価 

事業実施効果の評価 

各種事業の実行による効果（目標値の達

成状況）の評価 

A Action/改善 
運行・サービスの見直し 

各種事業の見直し 
玉名市地域公共交通計画の見直しの検討 

  

玉名市 
・市民ニーズの把握・検証 
・公共交通に関する情報の積極的発信・共有 
・財政支援（補助金等） 
・利用促進 PR、意識啓発 など 

玉名市地域公共交通会議 

 

 

・PDCA サイクルによる進行管理 
・公共交通の運行内容に関する評価 
・地域や公共交通の現状、課題等の検証 
・公共交通の運行方針、ルート、ダイヤ等の調整 
・利用促進に向けた取組 

市民代表 交通事業者 

国・県 警察 道路管理者  など 
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参考資料 

1. 用語解説 

 用語 用語解説 

か行 
キャッシュレス決済 

クレジットカードや電子マネー(交通系 IC カード等) 、スマートフォン

決済等により、現金を使用せずにお金を支払うこと。 

交通結節点 
人や物の輸送において、複数の交通手段が相互に連絡・集中する、

乗り換え・乗り継ぎ等の拠点となる場所。 

さ行 

自家用有償旅客運送 

地域住民の生活に必要な旅客運送を確保するために、市町村や

NPO 法人等があらかじめ国へ登録して、有償で自ら保有する車両を

使って旅客を運送すること。 

自動運転 

運転者ではなくシステムが、運転操作に関わる認知、予測、判断、操

作を代替して行い、自律的かつ安全に自動車を運転すること。広義に

は人間によるハンドルやブレーキなどの操作を、さまざまなシステムで

支援することも含む。 

た行 

地域公共交通 

地域住民の日常生活・社会生活における移動や、観光旅客その他

の当該地域を来訪する者の移動のための交通手段として利用される

公共の交通機関。 

地域公共交通確保維持

改善事業 

多様な関係者の連携により地域公共交通の確保・維持を図るとと

もに、地域公共交通の改善に向けた取組みを支援する、国土交通省

の補助事業。  

定住自立圏 

総務省が定めた「定住自立圏構想」に基づいて進めている、自治

体間の広域連携のこと。近接する市町村がさまざまな分野で相互に

連携・協力し、「定住」のための暮らしに必要な生活機能を圏域全体

で確保するとともに、「自立」のための経済基盤や地域の誇りを培うこ

とで、魅力あふれる地域づくりを進め、圏域全体を活性化しようとする

もの。 

デジタルサイネージ 

公共空間や交通機関等の様々な場所で、ディスプレイ等の電子的

な表示機器を使って情報を発信するシステム。デジタル案内板などが

ある。通信ネットワークを利用することで、案内情報等をリアルタイムで

更新・配信することが可能。 

デマンドタクシー 

利用者からの事前予約により、自宅等から運行区域内の希望する

目的地まで運行する乗合型のタクシーサービスのこと。予約を受け、複

数の利用者を経由して乗り合い、それぞれの目的地まで運行する。 

特定乗降場所 
本市の乗合タクシーにおいて、各運行区域の区域外で乗降すること

ができる場所のこと。市中心部に複数箇所設定している。 

特別交付税 

特別交付税は、普通交付税の対象とならない災害等の特別の財政

需要に対し、地方交付税総額のうち 6％に相当する額が地方公共団

体に交付されるもの。 
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 用語 用語解説 

な行 
二次交通 

鉄道主要駅や空港等の交通拠点と目的の観光地等を結ぶ交通の

こと。 

乗合バス 
自動車により、不特定多数の旅客を乗り合わせて運送する交通機

関のこと。路線バスやデマンドバス等がある。 

は行 

ハイヤー 

一般タクシーが駅前などの乗り場や街中で乗車できるのに対し、ハ

イヤーは営業所や特定の場所に待機し、客の申し込みに応じて営業す

る、貸し切り乗用車のこと。 

バリアフリー 
高齢者や障がいのある方等が社会生活をしていくうえで障壁とな

るものを取り除くこと。 

福祉タクシー 

一般タクシー事業者が福祉自動車を使用して行う運送や、障がい

のある方等の運送に業務の範囲を限定した許可を受けたタクシー事

業者が行う運送のこと。 

福祉有償運送 

高齢者や障がいのある方等、単独では公共交通機関の利用が困

難な方を対象に、NPO 法人等が営利とは認められない範囲の対価

によって自家用自動車を使用して行う移送サービスのこと。 

ま行 
モビリティツーリズム 

移動と地域資源を一体的に楽しめる、「移動そのもの」に着目した

観光等の取組のこと。 

M 

MaaS 

Mobility as a Service の略称。 

複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせ、

検索・予約・決済等を一括で行うサービスのこと。 

 


